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はじめに


Dynamic Converterは、カスタマイズ可能なテンプレートを使用してオンデマンドのドキュメント変換を実現するOracle WebCenter Contentコンポーネントです。HTML変換エディタは、Dynamic Converterで変換テンプレートを編集するために使用します。





対象読者


このドキュメントは、WebCenter Contentに習熟したユーザーを対象としています。







ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









関連ドキュメント


詳細は、Oracle® WebCenter Content Dynamic Converter管理ガイドを参照してください。







表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















このガイドで説明する新機能


この項では、Oracle Fusion Middleware 12c 12.2.1リリースにおけるOracle WebCenter Content Dynamic Converterの新機能および製品の重要な変更点の概要を示します。





リリース12c (12.2.1)の新機能と変更された機能


このドキュメントで説明するOracle WebCenter Contentリリース12c (12.2.1)の新機能および変更された機能は次のとおりです。

	
テンプレート・エディタに異なるスタイル・シートまたはドキュメント・テンプレートをインポートできるようになりました。「出力ページ」を参照してください。


	
Dynamic Converterユーザー・インタフェースの複数のページが、非推奨のトランジット・テンプレート・エディタ(クラシックHTML変換テンプレート・エディタとも呼ばれる)をサポートするように変更されました。既存のクラシックHTML変換テンプレートは非推奨であるため、コンテンツの変換には引き続き使用できますが、新しいテンプレートの作成または既存のテンプレートの編集については使用できません。「HTML Conversion Editorユーザー・インタフェース」を参照してください。


	
HTMLブラウザでスプレッドシートを表示することを希望するが、様々な理由から、表示するスプレッドシートのサイズを制限する必要があるカスタマは、スプレッドシートの出力を変更できるようになりました。「ドキュメント処理」を参照してください。










リリース12c (12.2.1)に関するこのドキュメントにおけるその他の大きな変更


このマニュアルは、リリース12c (12.2.1)の情報でいくつかの部分が更新されています。次の表に、追加または変更された項を示します。

	
付録「クラシックHTML変換エディタ・ユーザー・インタフェース」を削除しました。













1 概要


これは、Dynamic Converterテンプレート・エディタの概要です。

この項の内容は、次のとおりです。

	
テンプレートについて


	
HTML Conversion Editorについて








1.1 テンプレートについて


テンプレートは書式設定指示のセットであり、ソース・ドキュメントに関連付けることができます。ドキュメントをContent Serverにチェックインしたら、デフォルトの変換テンプレートに関連付けるか、カスタマイズされた新しいテンプレートを作成できます。

使用可能なテンプレート・オプションは次のとおりです。

	
HTML変換テンプレート: これらのテンプレート・タイプは、プラットフォーム間共通のエディタで構成できます。


	
スクリプト・テンプレート: デフォルト設定で実行され、テキスト・エディタで編集できます。




ドキュメントに関連付けるテンプレート・タイプを選択し、テンプレートに名前を付けたら、テンプレートを編集できます。HTML変換エディタは、HTML形式に変換されるネイティブ・ドキュメントの外観のカスタマイズ、および作成するWebページのルック・アンド・フィールの制御に使用されます。

ソース・ドキュメントをWebページに変換するには、変換を実行するデフォルト設定を使用します。あるいは、テンプレートを作成してドキュメントに関連付けた後、テンプレートを編集します。







1.2 HTML Conversion Editorについて


HTML Conversion Editorの主要目的は、HTML、GIF、JPEGおよびPNGのフォーマットを使用してソース・ファイルの忠実な表現を作成できるオプションを設定することです。HTML Conversion Editorを使用すると、出力の内容と構造に影響を与える多様なオプションを設定できます。

HTML Conversion EditorはJavaベースであるため、JREがインストールされている任意のブラウザ・インスタンスで実行できます。このエディタは、テンプレートの編集ページまたはテンプレートの選択ルール・ページで「テンプレートの編集」ボタンをクリックすると、クライアント・マシンにダウンロードされます。Firefoxなどの一部のブラウザでは、ファイルdc_hcmapedit.jnlpの処理方法をたずねられます。このファイルは、Java (TM) Web Startランチャ(デフォルト)を使用して開きます。

HTML Conversion Editorのいくつかの長所を次に示します。

	
コンテンツ・サーバー内で起動すると、親ブラウザ・ウィンドウが他のページにナビゲートしてもHTML Conversion Editorは開いたままとなるため、テンプレートに加えた変更を保存できます。


	
HTML変換テンプレートは、XMLファイルとして生成されます。「ツール」メニュー・オプションを使用すると、エディタ・フロント・エンドで生成されるテンプレートXMLを表示できます。


	
HTML変換テンプレートには、複数のレイアウトを設定できます。1つのテンプレートでドキュメント・タイプごとに異なるレイアウト・タイプを提供できます。


	
ネイティブ・ドキュメントのメタデータとオプションのカスタム・プロパティを、変換したドキュメントのボディやメタタグに配置できます。


	
HTML変換エディタのナビゲーション要素は、以前のナビゲーション要素と比較して大幅に改良されています。これらの要素を使用すると、ナビゲーションを特定のスタイルに直接リンクできます。


	
HTML変換エディタでは、外部のCSSファイルを使用できます。








1.2.1 テンプレート編集オプション


HTML変換エディタを使用すると、テンプレートによるソース・ドキュメントの解釈方法、およびソース・ドキュメントからHTMLへの変換方法を幅広く制御できます。

テンプレートを編集するための4つの主要なHTML Conversion Editorページがあります。

	
ドキュメントの書式設定: このページには、変換されたファイルのフォーマットをファイル・タイプに応じてカスタマイズできるいくつかのタブが含まれています。

詳細は、「ドキュメント処理」を参照してください。


	
ドキュメント・プロパティ: HTML Conversion Editorのこのセクションでは、ドキュメントのヘッダーや本文に配置する事前定義済またはカスタムのドキュメント・プロパティを指定できます。

詳細は、「ドキュメント・プロパティ」を参照してください。


	
生成済コンテンツ: 生成済コンテンツは、出力の特別なフォーマットを定義するテキスト要素と、ナビゲーション・リンクの自動生成に役立つナビゲーション要素の2種類の要素から構成されます。

詳細は、「生成済コンテンツ」を参照してください。


	
出力ページ: 出力ページ・セクションには、マークアップ・アイテム、テキストのフォーマット、ページ・レイアウト、ナビゲーション・レイアウトなどの、HTML出力を定義するためのオプションが含まれています。

詳細は、「出力ページ」を参照してください。















2 ドキュメント処理


この章では、ドキュメント処理について説明します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
ドキュメント処理について


	
テキスト/ワープロ・ファイルの書式設定


	
イメージ・ファイルの書式設定


	
プレゼンテーション・ファイルの書式設定


	
スプレッドシート・ファイルの書式設定


	
データベース・ファイルの書式設定


	
アーカイブ・ファイルの書式設定








2.1 ドキュメント処理について


ドキュメント処理は、HTML変換エディタの4つあるメイン・メニュー・オプションの1つです。このページには、6つの異なるタイプのファイルから変換されたHTML出力の書式に関するオプションを設定できるタブがあります。

	
テキスト/ワープロのオプションは、テキスト・ファイル、ワープロ・ドキュメントおよび電子メールに適用されます。


	
「イメージ」のオプションは、JPEG、BMP、PDFなどのグラフィック・ファイル・タイプに適用されます。


	
プレゼンテーションのオプションは、プレゼンテーション・ファイル・タイプに適用されます。


	
スプレッドシートのオプションは、ExcelやQuattro Proなどのスプレッドシート・ファイル・タイプに適用されます。


	
「データベース」のオプションは、データベース・ファイル・タイプに適用されます。


	
「アーカイブ」のオプションは、ZIPやPSTなどのアーカイブ・ファイル・タイプに適用されます。




電子メール・メッセージは、別のドキュメント・タイプとして処理されますが、現在はワープロ・ドキュメントのサブセットとして処理されます。次のWPオプションは、電子メール・メッセージに適用されます。

	
レイアウト


	
名前なし文字スタイルの無視


	
<li>タグを使用してリストの箇条書きを生成する


	
強制改ページが発生した場合に改ページする


	
ページ・サイズ




また、添付ファイルは常に別の出力ファイルとして変換され、各添付ファイルへのリンクが電子メールのヘッダーに表示されます。

サポートされていないファイル形式は、ワープロ・オプションを使用して処理されます。

レイアウトはドキュメント・タイプごとに指定できますので、テンプレートの作成者は、変換中のドキュメントのタイプに合わせて出力の外観をカスタマイズできます。

グラフィック・ファイル、プレゼンテーション、スプレッドシート、データベースなど、複数セクションから構成されるドキュメントの場合、テンプレートの作成者は、使用するデフォルトのセクション・ラベル(ドキュメントで指定されていない場合)およびそのセクション・ラベルの書式設定を指定できます。簡単な番号付けスキームが使用されます(たとえば、スプレッドシートのデフォルトのタイトルとして「Sheet」が指定された場合、名前の付いていないセクションには、セクションのインデックスに基づいて「Sheet 1」、「Sheet 2」などのタイトルが付けられます)。







2.2 テキスト/ワープロ・ファイルの書式設定



「テキスト/語句の処理」タブでは、テキストやワープロ・ファイルを変換したHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「埋込みグラフィックの処理」


	
「ページ区切りのオプションの設定」










2.2.1 レイアウトの作成



「テキスト/語句の処理」タブでは、テキストやワープロ・ファイルを変換したドキュメントの外観全体を制御できます。




	出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウト・ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、text/wpなど、このレイアウトを定義する名前を入力します。
	このページ・レイアウトにナビゲーション・レイアウトを追加する場合は、「ナビゲーション・レイアウトを含める」の前にあるボックスをクリックします。このオプションにより、ユーザーは目次ページを作成できます。
	ドキュメントの書式設定ページのテキスト/ワープロ・タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(text/wp)を選択します。
	「<li>タグなしでリストの箇条書きを生成する」(デフォルト)を選択すると、HTMLリスト・タグを使用するかわりに、リストの各エントリに黒丸または数字が生成されます。生成された黒丸または数字は、元のドキュメントの外観により忠実なものになる傾向がありますが、かわりに、この場合はHTMLリスト・タグでリストを配置できません。生成される黒丸または数字および段落テキストは、通常の段落テキストとして処理されます。このオプションを選択しない場合はHTMLリスト・タグが使用されますが、ブラウザに表示できる黒丸および数字のタイプは非常に限定されます。
	「脚注と最後の注釈を含める」を選択すると、入力ドキュメントの脚注と最後の注釈が出力に組み込まれます。脚注は、常に、注釈が参照されるHTMLページの最後に配置されます。最後の注釈の配置は、次に示す「最後の注釈を分ける」オプションにより決定されます。
	「最後の注釈を区切る」を選択すると、最後の注釈がドキュメントの最後に別ページとして配置されます。そうでない場合、最後の注釈は出力の最後のページの続きとして処理されます。  このオプションを有効にするには、「ページ・レイアウト」で「ページで区切る」オプションを有効にする必要があります。
	「名前なし文字スタイルの無視」を選択すると、ソース・ドキュメント内の名前のない文字スタイルからの書式設定は無視され、出力に表示されません。これは、テンプレートの作成者が書式マッピングを通じて出力内の段落の書式設定を上書きする場合に便利です。このオプションを選択しないと、ソース・ドキュメントが適切に書式設定されていない場合に、たとえばドキュメント作成者がテキストのブロックを選択し、スタイルを指定するかわりに文字書式を適用することにより、テンプレートで指定された書式が上書きされることがあります。
	「ページ幅」と「ページ余白」は、指定するか、ソース・ドキュメントから継承するか、省略できます。
	「ノート・セパレータ」フィールドに、本文と、ページの最後の脚注または最後の注釈の間に置くHTMLマークアップ(ルールなど)を入力します。デフォルトでは、ここでHTMLマークアップを指定しないかぎり、分けられることはありません。








2.2.2 埋込みグラフィックの処理



これらのオプションを使用すると、テキスト/ワープロ・ファイルからのHTML出力に埋め込まれたグラフィックの処理方法を指定できます。




	「最大幅(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージをこの値の幅(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。
	「最大高さ(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージを、この値の高さ(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。
	「最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージを領域内でこの値のサイズ(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。








2.2.3 ページ区切りのオプションの設定



ページ区切りのオプションを使用すると、変換されたHTML出力での改ページの処理方法を制御できます。




	出力ページ→出力ページ・レイアウト→[レイアウト名(text/wpなど)]→「ページ・レイアウト」に移動します。「ページで区切る」オプションを選択し、HTML出力でページ区切りが実行されるようにします。
	ドキュメントの書式設定ページのテキスト/ワープロ・タブに戻ります。ファイルを複数のページに分割を選択し、さらに強制改ページでファイルを分割を選択すると、ソース・ドキュメントに強制改ページが発生するたびに、出力が別の出力ファイルに分割されます。表は、ページ境界にまたがって分割できないことに注意してください。
	ページは、強制改ページまたは文字数(あるいはその両方)で定義できます。 ページ当たりx文字フィールドで、生成される出力のページ・サイズを文字数で指定できます。つまり、出力は、ソース・ドキュメントで指定したサイズ(文字数)のページにほぼ区切られます。

この機能は、構造化が不完全なドキュメントを変換する場合に特に役に立ちます。大半のドキュメントには、Dynamic Converterがドキュメントを出力マークアップ・アイテムに分割にする際に使用するスタイル情報は含まれていません。このオプションを設定することにより、エクスポートされたドキュメントを、単一の大きな出力ファイルよりも管理しやすい小さなピースのセットとして表示できます。これは、構造化されてはいるものの、構造内に大きなピースを含むドキュメントにも役立ちます。

このサイズでは、ソース・ドキュメントから挿入したテキストのみがカウントされ、テンプレートから挿入したマークアップおよびテキストはカウントされません。また、本製品により生成されたHTMLマークアップ・タグも、ページ・サイズにカウントされません。このオプションをゼロに設定すると、設定は無効になります。

このオプションが有効な場合のページ区切りのルールは、次のとおりです。

	
現在の段落がページ・サイズを超えると、ページ境界が作成されます。したがって、この機能の通常の操作では、ページは、指定したページ・サイズを若干、つまり1段落以内で超える場合があります。


	
表、リスト、脚注、または最後の注釈の中にページ境界が作成されることはありません。

















2.3 イメージ・ファイルの書式設定



「イメージ」タブでは、イメージ・ファイルから変換されたHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「イメージのサイズ変更」










2.3.1 レイアウトの作成



「イメージ」タブの最初のセクションでは、変換されたイメージ・ファイルの外観全体を制御できます。




	出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウト・ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、このレイアウトを定義する名前(grafxなど)を入力します。
	ドキュメント処理ページの「イメージ」タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(grafx)を選択します。
	(デフォルトの段落スタイルを使用するかわりに)セクション・タイトルに使用する書式を定義する場合は、まず、出力ページ→「出力テキスト書式」に移動し、「追加」をクリックします。「出力テキスト書式」ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、この書式を定義する名前(Section Titleなど)を入力します。この段落書式に使用するタグ、および段落の前後に挿入するカスタムのマークアップを指定することもできます。
	ドキュメント処理ページの「イメージ」タブに戻ります。「セクション・タイトルの書式」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したテキスト書式の名前(Section Title)を選択します。
	「デフォルトのセクション・ラベル」テキスト・ボックスに、セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。








2.3.2 イメージのサイズ変更



次のオプションを使用すると、イメージを変換したHTML出力でのイメージのサイズ変更方法を制御できます。




	「正確な幅(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、指定した値に幅が正確に一致するようにイメージが縮小または拡大されます。「正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定」を設定しない場合は、イメージは元のアスペクト比のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。
	正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定を選択して値を指定すると、変換時に、指定した値に高さが正確に一致するようにイメージが縮小または拡大されます。正確な幅(ピクセル単位)を次に設定を設定しない場合は、イメージは元のアスペクト比のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。
	「最大幅(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなイメージがこの値の幅(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大幅が設定されていないということになります。
	「最大高さ(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなイメージがこの値の高さ(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大高さが設定されていないということになります。
	「最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定」を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなイメージが領域内でこの値のサイズ(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大サイズが設定されていないということになります。
	「ページ区切り」下で、ファイルを複数のページに分割を選択し、ファイル内の各イメージが別のページに出力されるようにします。










2.4 プレゼンテーション・ファイルの書式設定



プレゼンテーション・タブでは、プレゼンテーション・ファイルから変換されたHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「スライドのサイズ変更」










2.4.1 レイアウトの作成



プレゼンテーション・タブの最初のセクションでは、変換されたプレゼンテーション・ファイルの外観全体を制御できます。




	出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウト・ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、このレイアウトを定義する名前(slidesなど)を入力します。
	ドキュメント処理ページのプレゼンテーション・タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(slides)を選択します。
	(デフォルトの段落スタイルを使用するかわりに)セクション・タイトルに使用する書式を定義する場合は、まず、出力ページ→「出力テキスト書式」に移動し、「追加」をクリックします。「出力テキスト書式」ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、この書式を定義する名前(Section Titleなど)を入力します。この段落書式に使用するタグ、および段落の前後に挿入するカスタムのマークアップを指定することもできます。
	ドキュメント処理ページのプレゼンテーション・タブに戻ります。「セクション・タイトルの書式」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したテキスト書式の名前(Section Title)を選択します。
	「デフォルトのセクション・ラベル」テキスト・ボックスに、セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。








2.4.2 スライドのサイズ変更



次のオプションを使用すると、プレゼンテーション・ファイルを変換したHTML出力でのスライドのサイズ変更方法を制御できます。




	正確な幅(ピクセル単位)を次に設定を選択して値を指定すると、変換時に、指定した値に幅が正確に一致するようにスライドが縮小または拡大されます。正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定を設定しない場合は、スライドは元のアスペクト比のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。
	正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定を選択して値を指定すると、変換時に、指定した値に高さが正確に一致するようにスライドが縮小または拡大されます。正確な幅(ピクセル単位)を次に設定を設定しない場合は、スライドは元のアスペクト比のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。
	最大幅(ピクセル単位)を次に設定を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなスライドがこの値の幅(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要な場合でも、ソース・スライドのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大幅が設定されていないということになります。
	最大高さ(ピクセル単位)を次に設定を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなスライドがこの値の高さ(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要な場合でも、ソース・スライドのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大高さが設定されていないということになります。
	最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定を選択して値を指定すると、変換時に、非常に大きなスライドが領域内でこの値のサイズ(ピクセル)以下に縮小されます。変更が必要な場合でも、ソース・スライドのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大サイズが設定されていないということになります。
	「ページ区切り」下で、ファイルを複数のページに分割を選択し、ドキュメント内の各スライドが別のページに出力されるようにします。










2.5 スプレッドシート・ファイルの書式設定



スプレッドシート・タブでは、スプレッドシート・ファイルから変換されたHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「表の書式設定」


	
「埋込みグラフィックの処理」










2.5.1 レイアウトの作成



スプレッドシート・タブの最初のセクションでは、変換されたスプレッドシート・ファイルの外観全体を制御できます。




	出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウト・ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、このレイアウトを定義する名前(ssなど)を入力します。
	ドキュメント処理ページのスプレッドシート・タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(ss)を選択します。
	(デフォルトの段落スタイルを使用するかわりに)セクション・タイトルに使用する書式を定義する場合は、まず、出力ページ→「出力テキスト書式」に移動し、「追加」をクリックします。「出力テキスト書式」ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、この書式を定義する名前(Section Titleなど)を入力します。この段落書式に使用するタグ、および段落の前後に挿入するカスタムのマークアップを指定することもできます。
	ドキュメント処理ページのスプレッドシート・タブに戻ります。「セクション・タイトルの書式」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したテキスト書式の名前(Section Title)を選択します。
	「デフォルトのセクション・ラベル」テキスト・ボックスに、セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。








2.5.2 表の書式設定



スプレッドシート・タブには、HTML出力でスプレッドシート表の書式設定方法に適用される次の2つのオプションがあります。




	「グリッド線の表示」を選択すると、スプレッドシートを表す表は、値が1の枠線付きで出力されます。
	「ページ区切り」下で、ファイルを複数のページに分割を選択し、ドキュメント内の各表が別のページに出力されるようにします。「ページごとの行数」オプションを0 (ゼロ)以外の値に設定すると、スプレッドシートは、各ページに最大で指定の行数を含む一連の表としてレンダリングされます。








2.5.3 埋込みグラフィックの処理



これらのオプションを使用すると、スプレッドシート・ファイルからのHTML出力に埋め込まれたグラフィックの処理方法を指定できます。




	「最大幅(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージをこの値の幅(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。
	「最大高さ(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージを、この値の高さ(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。
	「最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定」フィールドにピクセル数を入力すると、大きすぎるイメージを領域内でこの値のサイズ(ピクセル)以下に縮小できます。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。この値をゼロ(0)に設定すると、制限がなくなります。










2.6 データベース・ファイルの書式設定



「データベース」タブでは、データベース・ファイルから変換されたHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「ページ区切りのオプションの設定」










2.6.1 レイアウトの作成



「データベース」タブの最初のセクションでは、変換されたデータベース・ファイルの外観全体を制御できます。




	出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウト・ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、このレイアウトを定義する名前(dbなど)を入力します。
	ドキュメント処理ページの「データベース」タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(db)を選択します。
	(デフォルトの段落スタイルを使用するかわりに)セクション・タイトルに使用する書式を定義する場合は、まず、出力ページ→「出力テキスト書式」に移動し、「追加」をクリックします。「出力テキスト書式」ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、この書式を定義する名前(Section Titleなど)を入力します。この段落書式に使用するタグ、および段落の前後に挿入するカスタムのマークアップを指定することもできます。
	ドキュメント処理ページの「データベース」タブに戻ります。「セクション・タイトルの書式」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したテキスト書式の名前(Section Title)を選択します。
	「デフォルトのセクション・ラベル」テキスト・ボックスに、セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。








2.6.2 ページ区切りのオプションの設定



このセクションでは、データベース・ファイルから変換されたHTML出力にページ区切りのオプションを設定できます。




	「ページ区切り」下で、ファイルを複数のページに分割を選択し、ドキュメント内の各レコードが別のページに出力されるようにします。
	「ページ当たりのレコード数」テキスト・ボックスに値を入力し、各ページに出力されるレコード数を指定します。










2.7 アーカイブ・ファイルの書式設定



「アーカイブ」タブでは、アーカイブ・ファイルから変換されたHTML出力のレイアウトを定義するオプションを設定できます。次の各項では、レイアウトの設定方法について説明します。

	
「レイアウトの作成」


	
「表示方法の設定」










2.7.1 レイアウトの作成



「アーカイブ」タブの最初のセクションでは、変換されたスプレッドシートの外観全体を制御できます。




	出力ページ→出力ページ・レイアウトに移動し、「追加」をクリックします。出力ページ・レイアウトが表示されます。
	「名前」フィールドに、このレイアウトを定義する名前(archiveなど)を入力します。
	ドキュメント処理ページの「アーカイブ」タブに戻ります。「レイアウト」ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、作成したページ・レイアウトの名前(archive)を選択します。








2.7.2 表示方法の設定



「表示方法」ドロップダウン・ボックスには次の2つのオプションがあります。





	
ファイル名を選択すると、アーカイブ内のファイル名とフォルダ名が出力されます。


	
解凍ファイルを選択すると、ファイル名は、エクスポートされたファイルへのリンクとして出力されます。

















3 ドキュメント・プロパティ


この章では、ドキュメントのプロパティについて説明します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
ドキュメント・プロパティについて


	
ドキュメント・プロパティの定義








3.1 ドキュメント・プロパティについて


ドキュメント・プロパティの追加ページを使用すると、ドキュメント・プロパティを追加または削除できます。ドキュメント・プロパティには、定義済とカスタムの2つのタイプがあります。

	
「定義済」プロパティは、多数のファイル形式で格納されているメタデータ・フィールドです。たとえば、入力ドキュメントの作成者を意味するプライマリ作成者などです。実際、どのプロパティを使用できるのかは入力ファイル形式に大きく左右され、ほとんどの場合、作成者がこの情報を提供しているかどうかによっても決まります。


	
カスタム・プロパティは、作成者により定義されます。これらのプロパティを使用して、任意のテキストおよびHTMLマークアップを出力ファイルに挿入できます。




テンプレートの作成者は、ドキュメントからメタデータとして、または出力のコンテンツとして出力される定義済プロパティを選択できます。また、出力ファイルのヘッダーまたは本文(あるいはその両方)に挿入するためのカスタム・プロパティも作成できます。プロパティごとに、テンプレートの作成者は、ドキュメントまたはランタイムAPIから、値がない場合にドキュメントに挿入するデフォルト値を指定できます。メタ・タグ名は、ドキュメントのヘッダーに<meta>タグを配置した場合に、プロパティを識別する名前です。プロパティがドキュメントの本文に出力される場合は、指定した出力書式を使用してテキストを書式設定できます。

デフォルトで、ドキュメント・プロパティは何も定義されていません。変換による出力にドキュメント・プロパティを含めるには、必要なドキュメント・プロパティを最初にここで定義する必要があります。その後、出力ページ・レイアウト・ページで定義されているページ・レイアウトにドキュメント・プロパティを挿入することにより、変換による出力に追加します。







3.2 ドキュメント・プロパティの定義



次の手順を行うと、ドキュメント・プロパティを定義できます。




	ドキュメント・プロパティの追加ページで、「追加」をクリックします。「ドキュメント・プロパティ」ページが表示されます。
	最初のフィールドには、「定義済」と「カスタム」の2つのオプションがあります。

	
「定義済」ドロップダウン・ボックスでは、各種ファイル形式で格納されているメタデータ・フィールドのリストから選択します。


	
「カスタム」テキスト・ボックスには、「定義済」ドロップダウン・リストに含まれていないプロパティを追加できます。そのためには、「カスタム」ボタンをクリックして、ソース・ドキュメントに表示されているプロパティ名、または新たに作成するプロパティ名を入力します。プロパティ名では大文字と小文字が区別されます。







	「デフォルト値」テキスト・ボックスに、変換中の入力ドキュメントにプロパティが見つからない場合に使用するデフォルト値を入力します。この値は、カスタム・プロパティの値としても使用されます。デフォルト値の指定はオプションです。
	「メタ・タグ名」テキスト・ボックスでは、プロパティをHTMLメタ・タグで表示する場合、これが、メタ・タグで使用するname属性の値となります。content属性の値は、ソース・ドキュメントから取得されるか、または必要に応じて前述の「デフォルト値」オプションの設定から取得されます。

入力ドキュメントに作成者が指定されていない場合、生成されるメタ・タグは、次のようになります。

<meta name="author" content="Unknown">

メタ・タグ名の指定はオプションですが、出力ファイルの<head>に残りのメタ・タグとともにプロパティを挿入する場合、メタ・タグ名を指定する必要があります。定義されたメタ・タグ名を含むプロパティは、自動的に<head>に追加されます。プロパティを「ヘッダー」レイアウト・セクションから追加することはできません。




	「出力書式」ドロップダウン・ボックスで、以前に定義した段落の出力書式の名前を選択します。これは、参照可能なテキストとしてプロパティの値を出力に含める際に、プロパティの書式設定に使用されます。段落の出力書式は、出力ページ→「出力テキスト書式」で定義されます。











4 生成済コンテンツ


この章では、生成済コンテンツの使用について説明します。

内容は次のとおりです。

	
生成済コンテンツについて


	
テキスト要素の追加


	
ナビゲーション要素の追加








4.1 生成済コンテンツについて


生成されたコンテンツは、2種類の要素から構成されています。

	
テキスト要素。これを使用すると、変換時に、テキスト文字列をテンプレートやサーバーから出力に挿入できます。


	
ナビゲーション要素。特定のドキュメント要素へのリンクを提供します。










4.2 テキスト要素の追加



テキスト要素は、HTML変換テンプレートで指定されたテキストを出力に直接挿入する方法です。テキスト要素は、ドキュメントの<head>の<meta>タグ内にテキスト要素を配置できない点を除き、カスタム・ドキュメント・プロパティとまったく同様に機能します。

デフォルトで、テキスト要素は定義されていません。変換による出力にテキスト要素を含めるには、必要なテキスト要素を最初にここで定義する必要があります。その後、出力ページ・レイアウトで定義されているページ・レイアウトにテキスト要素を挿入することにより、変換による出力に追加します。




	生成済コンテンツ→テキスト要素に移動します。「追加」をクリックします。テキスト要素ページが表示されます。

テキスト要素を削除するには、定義したテキスト要素をリストから選択し、「削除」をクリックします。要素がページ・レイアウトで使用されている場合は、その要素を削除できない場合があります。




	「名前」テキスト・ボックスに、ページ・レイアウトを作成または編集する際にこのテキスト要素の参照に使用する名前を入力します。このフィールドは必須です。
	「値」テキスト・ボックスに、このテキスト要素をページ・レイアウトで使用する場合に出力に挿入する値を入力します。
	出力書式の使用ドロップダウン・ボックスで、出力書式の名前を選択します。これは、参照可能なテキストとして値を出力に含めるときのテキスト要素のフォーマットとして使用されます。出力書式は、「出力テキスト書式」で定義します。








4.3 ナビゲーション要素の追加



ナビゲーション要素を使用して、HTML出力にナビゲーション・リンクを生成できます。次の各項では、3種類のナビゲーション要素の作成方法について説明します。

	
「ドキュメント・ナビゲーションの追加」


	
「ページ・ナビゲーションの追加」


	
「セクション・ナビゲーションの追加」










4.3.1 ドキュメント・ナビゲーションの追加



ドキュメント・ナビゲーションは、ドキュメントの構造に基づいて、ソース・ドキュメント内の様々なアイテムにリンクする方法です。このタイプのナビゲーションの一般的な使用例としては、アウトライン・レベル1によってマーキングされたドキュメント内のすべての段落(「Heading 1」の段落など)へのリンクの作成があります。この形態のナビゲーションを使用する前に、最初にリンク・マッピング・ルールを追加する必要があります。これは、マッピング・ルール・タブで実行します。




	生成済コンテンツ→「ナビゲーション」に移動します。ドロップダウン・ボックスで、ナビゲーション要素 . . . を選択し、次にドキュメント要素ナビゲーション、ページ・ナビゲーションまたはドキュメント・セクション・ナビゲーションのいずれかを選択します。ドキュメント要素を選択し、「追加」をクリックして、そのタイプの要素を追加します。要素ナビゲーション・ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前を入力します。これは必須です。
	「リンク・タグ」ドロップダウン・ボックスで、この要素のリンクを閉じるためにアンカーやオプション・タグ(<a>または<option>)を使用するかどうかを指定します。
	「親なしのレベルが発生した場合に親レベルを生成します」を選択し、クリーンなアウトライン・レベルを生成します。変換中のドキュメントでのアウトライン・レベルの使用が緻密でない場合、アウトライン・レベルに基づいてナビゲーションを作成すると問題が発生することがあります。緻密でないアウトラインの例としては、アウトライン・レベル1というタグ付きの段落の後に、アウトライン・レベル3というタグ付きの段落があるものの、その間にアウトライン・レベル2の段落が存在しない場合があります。このアウトライン・レベル3の段落は、「親なしのレベル」であると見なされます。

このオプションを設定すると、リンク・セット(後述)の「カスタム属性」タブで指定したこのリンク・セットの前に挿入するようマークアップおよびこのリンク・セットの後に挿入するようマークアップが親なしのレベルの出力に挿入されます。デフォルトでは、このオプションは設定されません。親なしのレベルについて考慮する必要がないナビゲーションの例としては、リンク・セットで「このリンク・セットの前に挿入するようマークアップ」や「このリンク・セットの後に挿入するようマークアップ」を定義する必要がないナビゲーションがあります。




	「同じページ上のターゲットへのリンクのみを含めます」を選択し、同一のHTML出力ページ上に表示される複数のターゲットに対して小さなリンク・セットを生成します。たとえば、各HTML出力ページにアウトライン・レベル1の段落が1つ作成されるようドキュメントを分割する場合などです。ユーザーはその後、ページに表示されるすべてのアウトライン・レベル2の段落に移動する1行のリンクをページ最上部に作成する手順の一部として、このオプションを設定できます。

このオプションを設定しない(デフォルト)場合、ドキュメント全体にわたるターゲットに対するリンクが生成されます。




	「ラベルの語句の制限」に値を入力し、指定した単語数の後のラベルを切り捨てます。リンクのラベルは、リンク先のドキュメント要素のテキストから取得されます。ターゲット要素の中には、大量のテキストを含むものもあります。このため、リンク・リストのフォーマットで問題が発生することがあります。

このオプションをゼロに設定(デフォルト)すると、ターゲット要素のすべてのテキストがリンク・ラベルとして使用されます。




	「リンク・セット」セクションで、ルールが定義可能な定義(outline level 1など)を追加します。リンク・セットを追加した後は、レベルの上/下矢印を使用してその順序を調整できます。ウィンドウに表示されるリンク・セットの順序によって、ナビゲーション階層が確立されます。リンク・セットが上または下に移動すると、それに従ってリンク・セットの名前が変更されます。たとえば、2つのリンク・セット(レベル1およびレベル2)を定義し、2つ目のリンク・セットを選択して上に移動すると、このリンク・セットがレベル1になります。
	リンク・セット・セクションには次の4つのタブがあります。

	
「マッピング・ルール」タブによって、テンプレートの作成者は、アウトライン・レベルまたは(大/小文字を区別した)スタイル名によってナビゲーションのターゲットを定義できます。


	
「カスタム属性」タブでは、カスタム属性をリンクに適用できます。


	
「マークアップ」タブでは、リンク・セットをレンダリングするためのタグまたは他のマークアップを定義します。


	
「フォーマット」タブによって、テンプレートの作成者は、直接に、または外部CSSクラスを通じてリンク・ラベルにスタイルを適用できます。







	マッピング・ルール・タブで、ドキュメント・コンテンツにナビゲーション用のマークを付けられます。アウトライン・レベルまたはスタイルのいずれかで一致させ、「値」フィールドに名前を指定します。
	「カスタム属性」タブで、出力においてリンク・セットの前後に表示する特定のHTMLタグを入力します。「属性の追加」ボタンをクリックして、新しい名前/値のペアを挿入します。この表のいずれかの行をハイライトし、「属性の削除」ボタンをクリックしてカスタム属性を削除します。
	「マークアップ」タブでは、セット内の各リンクの前後またはリンクの間(あるいはその両方)に挿入できるカスタム・マークアップを定義できます。
	「書式設定」タブで、次の2つの方法のいずれかを選択して、リンクの書式設定を指定できます。

「外部CSSクラスの使用」を選択する場合は、この外部CSSファイルからのクラス名を入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページの「外部ユーザー・スタイルシート」オプションの設定により指定します。

「文字の書式設定」を選択すると、使用可能なタイプの文字レベルの書式設定が画面に明確に表示されます。書式設定の各種類に対して次の4つの値の1つを設定できます。

	
常にオフ - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。















4.3.2 ページ・ナビゲーションの追加



これは、出力のうち、特定の主要なページ(最初のページ、次のページなど)にリンクする方法を提供します。また、外部ページ(http://www.oracle.com/など)にリンクする方法も提供します。




	生成済コンテンツ→「ナビゲーション」に移動します。ドロップダウン・ボックスで、ページによるナビゲーションを選択します。「追加」をクリックして、該当のタイプの要素を追加します。「ページ・ナビゲーション」ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前を入力します。これは必須です。
	「リンク・タグ」ドロップダウン・ボックスで、この要素のリンクを閉じるためにアンカーやオプション・タグ(<a>または<option>)を使用するかどうかを指定します。
	「マークアップ」タブに、このリンク・セットの前、間または後に挿入するカスタムのHTMLタグを入力します。
	「書式設定」タブで、次の2つの方法のいずれかを選択して、リンクの書式設定を指定できます。

「外部CSSクラスの使用」を選択する場合は、この外部CSSファイルからのクラス名を入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページの「外部ユーザー・スタイルシート」オプションの設定により指定します。

「文字の書式設定」を選択すると、使用可能なタイプの文字レベルの書式設定が画面に明確に表示されます。書式設定の各種類に対して次の4つの値の1つを設定できます。

	
常にオフ - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。







	「ページ・リンク」タブでは、ナビゲーション・リンクを指定して、各リンクの順序を決定できます。








4.3.3 セクション・ナビゲーションの追加



これは、スプレッドシートやプレゼンテーションなど、複数セクションから構成されるドキュメントへのナビゲーションを提供します。




	生成済コンテンツ→「ナビゲーション」に移動します。ドロップダウン・ボックスで、ドキュメント・セクションによるナビゲーションを選択します。「追加」をクリックして、該当のタイプの要素を追加します。「セクション・ナビゲーション」ページが表示されます。
	「名前」フィールドに、ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前を入力します。これは必須です。
	「リンク・タグ」ドロップダウン・ボックスで、この要素のリンクを閉じるためにアンカーやオプション・タグ(<a>または<option>)を使用するかどうかを指定します。
	「カスタム属性」タブで、新しいタグ属性の名前/値のペアを入力します。
	「マークアップ」タブでは、セット内の各リンクの前後またはリンクの間(あるいはその両方)に挿入できるカスタム・マークアップを定義できます。
	「書式設定」タブで、次の2つの方法のいずれかを選択して、リンクの書式設定を指定できます。

CSSクラスの使用を選択する場合は、この外部CSSファイルからのクラス名を入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページの「外部ユーザー・スタイルシート」オプションの設定により指定します。

「文字の書式設定」を選択すると、使用可能なタイプの文字レベルの書式設定が画面に明確に表示されます。書式設定の各種類に対して次の4つの値の1つを設定できます。

	
常にオフ - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。




















5 出力ページ


「出力ページ」セクションでは、一般的なHTML出力に加え、マークアップ・アイテム、テキスト書式およびページ・レイアウトのオプションの設定方法を説明します。

内容は次のとおりです。

	
HTML設定の構成


	
出力マークアップ・アイテムの構成


	
出力テキスト書式の構成


	
書式マッピング・ルールの設定


	
出力ページ・レイアウトの構成








5.1 HTML設定の構成



最上位の出力ページ・ページを使用すると、HTML出力の全般的なオプションを設定できます。




	「DOCTYPEの使用」を選択し、各出力ファイルの先頭にDOCTYPE文を挿入します。CSSが有効な場合、生成されるHTMLはXHTML 1.0 Transitional DTDに準拠します。CSSが無効な場合は、HTML 4.0 Transitionalに準拠するHTMLが出力されます。このオプションはデフォルトで有効化されています。
	「言語文字列」テキスト・ボックスに、 <html>タグのlang属性の値を入力します。この値は、ドキュメントのプライマリ自然言語を示します。
	「CSS生成」ドロップダウン・ボックスでは、カスケード・スタイルシート(CSS)による書式設定を使用するかどうかを指定し、使用する場合にはCSSプレゼンテーションの手法を指定できます。CSSを使用すると、HTMLコンバータでソース・ドキュメントに忠実な出力を作成できます。CSSのサポートはブラウザによって異なることに注意してください。

このオプションは、次の値に設定できます。

	
なし - フォーマットにはHTMLタグのみを使用します。


	
埋込み - CSSスタイルは各出力ファイルのヘッダーに含まれます。


	
外部 - CSSスタイルは別ファイルに出力されます。このファイルは、変換中に生成されるすべての出力ファイルによって参照されます。


	
インライン - CSSスタイル情報が各段落に格納されます。このオプションは、出力ファイルのサイズを激増する可能性がありますが、フラグメントの生成にテンプレートを使用する場合には必要です。




CSSはデフォルトで、各出力ファイルのHTMLに埋め込まれています。CSSが埋め込まれると、CSSファイルを別に作成する必要がなくなるため、変換により生成されるファイルの総数が少なくなります。変換の最終出力のどこかでスタイルが必要な場合は、すべてのHTMLファイルのスタイル定義にそのスタイルが表示されます。




	「外部ユーザー・スタイルシート」テキスト・ボックスに、該当のCSSファイルのURIを入力すると、適切な参照が出力HTMLファイルに配置されます。これが便利な場合とは、たとえば、複数のテンプレートを必要とするサイトを、共通のルック・アンド・フィールを持つよう維持する必要がある場合です。この機能を使用しない場合、サイトの外観を変更した場合には、複数のテンプレートを更新する必要があります。しかし、共通の.cssファイルを使用した場合、スタイル定義を1箇所のみ変更することにより、すべての変換が一度に更新されます。

このオプションを空白のままにすると、テキスト要素での要素の定義方法に基づいてCSSスタイルが生成されます。

「CSS生成」(前述)が「なし」に設定されている場合、このオプションは無視されます。




	「出力キャラクタ・セット」ドロップダウン・ボックスで、出力ファイルに使用するキャラクタ・セットを選択します。必要に応じて、HTML変換エディタにより、入力ドキュメントのキャラクタ・セットから出力キャラクタ・セットに文字が翻訳、つまりマップされます。この文字マッピングには、文字が入力と出力の両方のキャラクタ・セットに存在する必要があるという制限があります。文字をマッピングできない場合、出力でその文字は、「マッピングできない文字の値」オプション(後述)により決定される「マッピングできない文字」として表示されます。出力にこれらのマッピングできない文字が過剰に含まれる場合は、より適切な出力キャラクタ・セットを選択すると状況が改善されます。

現在、HTML標準では、ドキュメントは単一の出力キャラクタ・セットに制限されています。このキャラクタ・セットは、<meta>タグのCONTENT属性を使用して出力ファイルで指定されます。これにより、複数のキャラクタ・セットを持つドキュメントの処理が制限されます。一般に、単一のアジア言語と英語の文字が混在するドキュメントは、適切なDBCS、UTF-8またはUnicodeの出力キャラクタ・セットが選択されていれば、正しく変換されます(ただし、非英数文字が失われる場合があります)。これは、ほとんどのDBCSキャラクタ・セットに7ビットの標準ラテン1の文字が含まれるためです。1つ以上のDBCSキャラクタ・セットを含むドキュメント、またはDBCSキャラクタ・セットと英語以外(チリ語など)のキャラクタ・セットを含むドキュメントは、UnicodeまたはUTF-8を使用しないかぎり、すべての文字の字形を損傷されずにエクスポートされることはありません。

多数のキャラクタ・セットからの文字を含むソース・ドキュメントは、このオプションがデフォルト、つまりUnicode(UTF-8)に設定されている場合のみ、最良の状態で表示されます。UnicodeおよびUTF-8のキャラクタ・セットには、ほとんどの一般的な言語のすべての文字が含まれているためです。

W3CはUnicodeの使用を推奨していますが、現時点では、そのマイナス面もあります。すべてのシステムにUnicodeまたはUTF-8の使用に必要な適切なフォントがあるとは限りません。また、これらのキャラクタ・セットを認識しないエディタも多数存在します。さらに、ブラウザにより、2バイトのUnicode文字のバイト順を解釈する方法に若干の違いがあります(このため、このオプションでは、ビッグ・エンディアンとリトル・エンディアンの両方のUnicodeを設定できます)。




	「マッピングできない文字の値」テキスト・ボックスに、出力キャラクタ・セットに文字が見つからない場合に使用する文字の16進数値を入力します。デフォルト値の2Aはアスタリスク(*)文字に相当します。

「CSS生成」オプション(前述)が設定されている場合、HTMLにマッピングできない文字はありません。かわりに、マッピングされない文字は、その文字のUnicode値の10進法表記を使用して、&#....;の表記で記述されます。この表記は、比較的新しいブラウザではサポートされ、使用中のフォントにある場合は適切な文字に変換されます。使用中のフォントに該当の文字がない場合、ブラウザ固有のマッピングできない文字の記号(通常は長方形)が表示されます。また、グラフィックにレンダリングされたテキストには、マッピングされない文字が今なお存在することに注意してください。これはグラフィック・ファイルは、ブラウザによってレンダリングされるのでなく、変換時に生成されるためです。




	「グラフィック書式」ドロップダウン・ボックスで、システムにより生成されるグラフィックの書式を指定します。許容される値は次のとおりです。

	
GIF


	
JPEG (デフォルト)


	
PNG


	
なし




このオプションの設定時には、JPEGファイル・フォーマットで透過性がサポートされないことに注意してください。GIFファイル形式は透過性をサポートしますが、透過ピクセルを表すために使用できる色は、使用可能な256色のうち1つの色のみに制限されます(インデックス透過)。

PNGは様々なタイプの透過性をサポートします。書込み済のPNGファイルは、各ピクセルで様々なレベルの透過性が可能であるよう作成されています。これは、8ビットのアルファ・チャネルの導入により達成されています。ただし、現時点では、複数レイヤーを含むメタファイルが変換される場合、透過性データは無視されます。




	GIFを選択した場合は、「インタレースGIF」チェック・ボックスが使用可能になります。これはデフォルトでオンになっています。インタレース・イメージは、非インタレース・イメージよりもモニタのちらつきを引き起こしません。
	「出力DPI」テキスト・ボックスに0～2400の値を入力し、出力グラフィック・デバイスの解像度をDPIで指定します。これは、サイズが物理単位(インチまたはcm)で指定されているオブジェクトにのみ適用されます。たとえば、100 DPIグラフィックでの1インチの正方形を50 DPIのデバイス(「出力DPI」オプションを50に設定)にレンダリングするとします。この場合、出力されるJPEG、GIF、BMPまたはPNGは、50×50ピクセルとなります。

このオプションは、表のサイズの計算に使用される場合もありますが、基本的にはグラフィック・オプションです。初期のブラウザや初期バージョンのHTML標準では、画像サイズの仕様はピクセル単位のサイズに限定されています。GIF、JPEG、BMPおよびPNGはビットマップ形式であり、そのサイズはピクセルで定義されているため、これは画像には適切です。ただし、ソース・グラフィックや変換される表の多くでは、サイズがインチやセンチメートルなどの物理単位で指定されており、変換されるドキュメントのターゲット・デバイスで1ピクセルがどの程度の大きさになるかは予測できません。実際、1つのドキュメントは究極的には多数のデバイスで表示される可能性があり、デバイスごとに1インチ当たりピクセル数または1インチ当たりドット数(DPI)が異なります。グラフィックが過度に小さく変換されると、画像の詳細が見えません。反対に過度に大きく変換された場合、変換に時間がかかり、ファイルのダウンロード時間も長くなります。

このオプションをゼロに設定した場合、極端に大きい画像が作成される可能性があります。実行中のシステムには限度があり、バンド幅が大量に消費されるか、エラー・メッセージが表示される可能性があります。また、システム・メモリーが特別に大きい画像を処理するには不十分な場合、メモリー不足エラーのメッセージが生成される可能性もあります。

また、このオプションを0に設定すると、ラスター・イメージにすでに表示されているDPI設定が強制的に使用されることにも注意してください。その他の種類の入力ファイルについては、現在の画面解像度がDPI設定として使用されます。




	JPEGをグラフィック書式として選択した場合は、「JPEGクオリティ」テキスト・ボックスが使用可能になります。デフォルト(100)が最高のクォリティと最大のファイル・サイズを実現します。
	「画像サイズの変更方法」ドロップダウン・ボックスでは、次のオプションから選択できます。

	
クイック


	
スムース


	
グレースケール




これらのどのオプションを選択しても、変換後のイメージ品質および変換速度が多少犠牲になります。




	「カスタム・ターゲット属性」ドロップダウン・ボックスで、ソース・ドキュメント・リンクを開くフレームやウィンドウのブラウザでの選択方法に関する設定を選択します。次の値で、このような場合にシステムによって生成されるリンクのターゲット属性を指定します。このターゲット値は、ソース・ドキュメントに存在するそのようなすべてのリンクに適用されます。

	
設定なし - ソース・ドキュメントからのリンクにtarget属性は組み込まれません。


	
_self - ドキュメントが、このターゲットを参照する要素と同じフレームにロードされます(ターゲットを指定しない場合と、基本的に同じです)。


	
_parent - ドキュメントが、現在のフレームのすぐ上位のFRAMESETにロードされます。現在のフレームに親がない場合、この値は_selfと同等になります。


	
_top - ドキュメントが、完全な、元のウィンドウにロードされます(したがって、他のすべてのフレームは取り消されます)。現在のフレームに親がない場合、この値は_selfと同等になります。


	
_blank - リンクが、名前のない新しいウィンドウで開きます。







	「HTMLソースを読みやすく書式設定する」(デフォルト)を選択し、出力に改行が正確に書き込まれ、生成されるHTMLが読みやすく、視覚的にも美しくなるようにします。この改行は、「出力テキスト書式」のこの段落の前に新しい行を追加を設定した場所にのみ表示されます。

このオプションが次には影響しないことに注意してください。

	
このオプションの設定は、テキスト・エディタに生成されるマークアップを読みやすくしますが、ブラウザへのドキュメントのレンダリングには影響しません。


	
.cssファイルのコンテンツにはソース・ドキュメントからのテキストが含まれないため、このオプションは、.cssファイルのコンテンツには影響しません。


	
テンプレートの内容はすでにユーザーの制御下にあるため、このオプションはテンプレートからコピーされた空白や改行には影響しません。







	「スタイル情報の表示」を選択し、ソース・ドキュメントのスタイル名および使用しているテンプレートによるマッピング方法に関する情報を格納します。この上でマウスを動かすことで、ユーザーは、特定の段落または一連のテキストにどの書式がマッピングされているかを確認できます。








5.2 出力マークアップ・アイテムの構成



マークアップ・アイテムとは、ページ・レイアウトの一部として、出力HTMLに直接挿入できるHTMLの断片です。各マークアップ・アイテムは、名前と値のペアです。名前は、ページ・レイアウトの編集用画面に表示されるものです。値は、ページ・レイアウトにマークアップ・アイテムが表示される場合は常に出力HTMLに挿入されるHTMLのブロックです。このセクションにあるデフォルト名はbreakの1つのみです。この値は、<br />として定義されます。




	「追加」をクリックし、出力マークアップ・アイテム・ページを表示します。出力マークアップ・アイテムという新しいアイテムが、出力マークアップ・アイテムの左側のツリー・ビューの、デフォルトのアイテムbreakの下に表示されます。
	「名前」フィールドで、このアイテムを参照する名前(ruleなど)を割り当てます。左側のツリー・ビューの表示が変更され、この名前が反映されます。
	「マークアップ」テキスト・ボックスに、このアイテムに関連付けるHTMLの断片(<br />など)を入力します。
	テンプレートからマークアップ・アイテムを削除するには、ツリー内で該当のアイテムの名前をハイライトし、「削除」をクリックします。








5.3 出力テキスト書式の構成



出力テキスト・フォーマットでは、出力ドキュメント・テキストのテキストおよび書式設定の属性を定義します。この書式は、フォント・ファミリ、フォント・サイズ、およびフォント・カラーなどの属性、標準のテキスト属性(太字、イタリック、下線など)、および罫線の属性などを定義します。これにより、テンプレート作成者は、ソース・ドキュメントで多数の作成者が様々な書式スタイルを使用している場合も、出力の外観を規格化できます。このセクションにあるデフォルトの書式はDefault Paragraphの1つのみです。このタグは、pです。ここで作成した出力テキスト書式は、書式マッピング・ルールに従って構成できます。マッピング・ルールは、ソース・ドキュメント・テキストのタイプをチェックすることによって書式を選択します。


注意:

テキスト書式はワープロ・ファイルからのテキストにのみ適用されることに留意してください。変換により生成されたグラフィックの部分として表示されるテキストの書式設定を変更する場合、テキスト書式は使用できません。また、スプレッドシート内のテキストにも適用されません。






	「追加」をクリックし、出力テキスト書式 - 「マークアップ」タブを表示します。出力テキスト書式という新しいアイテムが、「出力書式」の左側のツリー・ビューの、デフォルトのアイテムDefault Paragraphの下に表示されます。テンプレートから段落アイテムを削除するには、ツリー内で該当のアイテムの名前をハイライトし、「削除」をクリックします。
	「名前」フィールドで、この書式を参照する名前(Bold Italicなど)を割り当てます。この名前が、左側のツリー・ビューに表示されます。
	「タグ名」テキスト・ボックスに、この書式を使用する段落の前後に配置する段落レベルのHTMLタグを入力します。正しいかそうでないかに関係なく、ここには任意のタグ名を入力できることに注意してください。前後の山カッコ(<、>)ではなく、タグ名のみを入力する必要があります。デフォルトは段落タグ(p)です。
	「属性の追加」をクリックし、「カスタム属性」表に新規の名前と値のペアを追加します。これらの属性は、前述の名前が指定されているタグに適用されます。新しい属性の名前と値を設定するには、「カスタム属性」表でそれらをクリックします。デフォルトでは、この表は空です。属性を削除するには、表で該当の名前をハイライトして「属性の削除」をクリックします。
	「カスタム・マークアップ」テキスト・ボックスに、段落の前後に配置するHTML(または通常のテキスト)を入力します。
	「この段落の前にHTMLの新しい行を挿入します。」を選択し、変換の出力でHTMLが読みやすくなるように、段落の前にHTMLの新しい行を挿入します。このオプションは、ブラウザにおける出力の外観には影響を及ぼしません。この新しい行は、出力ページで「HTMLソースを読みやすく書式設定する」オプションが設定されている場合にのみ書き込まれます。デフォルトでは、このオプションは設定されていません。
	「この段落から新しいページを開始します。」を選択し、このテキスト書式が使用されるたびに出力ページが新たに作成されるようにします。デフォルトでは、このオプションは無効です。このオプションを選択すると、デフォルトで、「このタイプの最初の段落でページを開始しないでください。」が選択されます。このオプションの目的は、出力の冒頭に空またはほぼ空のページが作成されないようにすることです。
	出力テキスト書式 - 「書式設定」タブをクリックします。「外部CSSクラスの使用」を選択する場合は、この外部CSSファイルからのクラス名を入力する必要があります。
	「外部CSSクラスの使用」を選択しないままにすると(デフォルト)、ページの最初のセクションで、文字の書式設定を指定できます。文字レベルの書式設定の種類には、太字、イタリック、下線、取消し線、上付き、大文字およびスモールキャップスがあります。書式設定の各種類に対して次の4つの値の1つを設定できます。

	
常にオフ - テキストを書式設定する際、常に属性を強制的にオフにします。


	
常にオン - テキストを書式設定する際、常に属性を強制的にオンにします。


	
継承(デフォルト) - ソース・ドキュメントから属性の状態を取得します。つまり、ソース・ドキュメントでテキストが太字でレンダリングされる場合は、太字のテキストが作成されます。


	
指定しない - 書式設定を指定しないままにします。場合によっては、これにより、「常にオフ」と異なるHTMLが生成される場合があります。




フォント設定には、フォント・ファミリ、サイズおよび色の3種類があります。これらは、「常にオン」に設定した場合のみ、使用できます。この3つの設定のデフォルトは、Arial、12ptおよび000000(黒色16進数)です。




	このページの次のセクションでは、段落の書式設定を指定できます。段落レベルの書式設定の種類には、整列、行の高さ、背景色およびインデントがあります。これらそれぞれは、前述の文字の書式設定で指定した4つの値に設定できます。また、フォント設定と同様に、「常にオン」に設定されている場合にのみ変更できます。これらの設定のデフォルトは、それぞれ左、単一、FFFFFF (白色16進数)および0です。
	このページの最下部のセクションでは、罫線を指定できます。これらのオプションは、「枠線の使用」を「常にオン」に設定すると使用できます。段落の枠線の各辺(上下左右)について、次の属性を指定できます。

	
枠線のスタイル: デフォルトは「なし」です。このドロップダウン・ボックスから、許可できる枠線のスタイル(点線、破線、実線、二重線、くぼみ線、隆起線、凹枠、凸枠)を1つ選択できます。


	
枠線の色 - デフォルトは000000(黒色16進数)で、有効なCSS書式で色を指定できます。


	
枠線の幅 - デフォルトは1ptで、有効なCSS書式で枠線の幅を指定できます。















5.4 書式マッピング・ルールの設定



書式マッピング・ルールを使用すると、出力ドキュメントの書式設定やルール確認のシーケンスを指定できます。




	「書式マッピング・ルールの追加」ページで、「書式マッピング・ルールの追加」をクリックします。「書式マッピング・ルールの追加」ページが表示され、outline level = xという新しいアイテムが左側のナビゲーション・ペインに表示されます。ルールを定義すると、「上に移動」ボタンと「下に移動」ボタンを使用して、このページでルールを整列できます。マッピング・ルールは、最初に一致したルールのみ適用されます。

次のような例を考えます。スタイルが「マイ・スタイル」の段落にマッピングするためのルールを作成します。このルールの下には、アウトライン・レベル1が適用された段落にマッピングする別のルールが存在します。入力ドキュメントには、スタイルがマイ・スタイルで、かつアウトライン・レベル1が適用されている段落が1つ以上あります。この例の場合、該当する段落にはマイ・スタイルの書式設定のみ適用され、アウトライン・レベル1のルールは無視されます。




	「書式マッピング・ルール」ページで、「書式」ドロップダウンボックスの下矢印をクリックします。このマッピング・ルールが有効なときに適用するあらかじめ定義済の出力テキスト書式の1つを選択します。デフォルト段落書式は常に使用可能であり、常にデフォルトです。ここで使用する書式を新規作成する方法については、「出力テキスト書式の構成」を参照してください。
	「次が一致」で、ドロップダウン・ボックスの下矢印をクリックし、ルール・チェックを行うための段落の書式設定情報を定義します。

	
アウトライン・レベル - ソース・ドキュメントに指定されたアウトライン・レベルと一致させます。一般的に、アプリケーションに事前に定義されているヘッダーのスタイルには、スタイル定義の一部として対応するアウトライン・レベルが適用されています。


	
スタイル名 - 段落または文字のスタイル名に一致させます。


	
脚注 - 任意の脚注に一致させます。


	
エンドノート - 任意のエンドノートに一致させます。


	
ヘッダー - 任意のドキュメント・ヘッダー・テキストに一致させます。


	
フッター - 任意のドキュメント・フッター・テキストに一致させます。







	「段落のアウトライン・レベル」について、前述の「次が一致」が「アウトライン・レベル」に設定されている場合に、ここで、一致する必要があるアウトライン・レベルを定義します。このオプションは、この他すべての一致ルールに対して設定することはできず、無視されます。
	「段落スタイルまたは文字スタイル」については、前述の「次が一致」がスタイル名に設定されている場合、ここで、一致する必要があるソース・ドキュメントの段落または文字のスタイル名を定義します。スタイル名を一致させる場合、テンプレート作成者は、ここでスタイル名を指定する必要があります。デフォルト値は用意されていません。名前は、ソース・ドキュメントのスタイル名に正確に一致する必要があります。スタイル名の一致では、大/小文字が区別されます。このオプションは、この他すべての一致ルールに対して設定することはできず、無視されます。






5.4.1 CSSスタイルへのソース・ドキュメント・スタイルのマップ



この例では、ソース・ドキュメントのヘッダーのスタイルをCSSスタイルにマップしてHTMLに表示する方法を示します。




	ヘッダーのスタイルをマップするには、まず、出力テキスト書式を追加する必要があります。出力ページ→「出力テキスト書式」に移動し、「追加」をクリックして名前をHeading 1と指定します。
	「タグ名」テキスト・ボックスに、出力で使用するHTMLタグ、この場合はh1を入力します。
	「書式設定」タブで、すべての書式設定をソースから継承できるようにします。
	次に、スタイル名が一致する書式マッピング・ルールを定義する必要があります。マッピング・ルールでは、様々な基準を使用して、ドキュメント・テキストを書式にマップできます。左側のペインで、「書式マッピング・ルール」に移動し、「書式マッピング・ルールの追加」をクリックします。
	「書式」ドロップダウン・メニューで、作成した出力テキスト書式の名前、Heading 1を選択します。
	「次が一致」ドロップダウン・メニューで、スタイル名を選択します。
	「段落スタイルまたは文字スタイル」テキスト・ボックスで、ソース・ドキュメントに表示されるスタイルの名前(Heading 1など)を正確に入力します。
	エディタを終了すると、テンプレートの保存を求めるプロンプトが表示されます。










5.5 出力ページ・レイアウトの構成



ページ・レイアウトは、出力の様々な部分をどのように配置するかを決定するために使用します。これには、出力ドキュメントのどこに目次を配置するのかを指定するアイテムなどが含まれます。見やすいレイアウトであれば出力の細部にはこだわらないというユーザーのために、デフォルトのレイアウトが用意されています。

ユーザーは、複数のページ・レイアウトを作成し、それぞれを特定のファイル・タイプに対して最適化できます。ドキュメント処理ページでは、使用するページ・レイアウトを指定できます。




	出力ページ・レイアウトの追加ページで、「追加」をクリックします。新しく追加されたレイアウトはナビゲーション画面の左側に表示され、編集用に新規レイアウトに自動でナビゲートされます。出力ページ・レイアウト・ページが表示されます。
	「名前」フィールドで、このレイアウトの参照に使用する名前を入力します(必須)。入力してから、エディタの左側にあるアイコンをクリックして、このレイアウトの下位のレベルを展開します。3つのアイテム、<title>「ソース」、「ナビゲーション・レイアウト」および「ページ・レイアウト」があります。
	ドキュメントのコンテンツの前に目次ページを配置する場合は、「ナビゲーション・レイアウトを含める」オプションを選択します。
	「タイトル・ソース」ページをクリックして、HTML <title>タグに使用する値の取得場所を選択します。デフォルトでは、新しいレイアウトに対してこの指定は空ですが、DTDに準拠するために<title>タグは常に出力されます。<title>タグのソースには次の4つのオプションを選択できます。

	
セクション名 - 現在のドキュメントのセクション・タイトルを使用します。セクション・タイトルは、すべてのドキュメント形式で使用できるわけでなく、たとえばワープロ・ファイルでは使用できません。セクション・タイトルが非常に有効な2つの例として、プレゼンテーションとスプレッドシート(またはデータベース・ファイル)があり、前者ではスライド・タイトルに、後者ではシート名に対応します。セクション名の使用は、1つのスライドまたはシートが各HTML出力ページに配置される出力レイアウトで効果的に機能します。この場合、各ページはそのコンテンツのタイトルに一致するタイトルを持つことになります。ドキュメントがセクションで区切られないページ・レイアウトの場合は、最初のセクションがタイトル・テキストとして使用されます。


	
テキスト要素 - テキスト要素ですでに定義済のテキスト要素を使用します。タイトルにテキスト要素を使用すると、他のすべてのタイトル・ソースが定義されていないかまたは使用できない場合に、リストの最後に安全なエントリを作成します。


	
プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」ですでに定義済のドキュメント・プロパティを使用します。


	
出力テキスト書式 - 「出力テキスト書式」ですでに定義済の段落の出力書式を使用します。この書式の、空でない最初の段落が使用されます。







	「ナビゲーション・レイアウト」ページでは、以前に定義したナビゲーション要素を選択し、出力ページ・レイアウトに組み込むことができます。ナビゲーション・レイアウトは、マッピング・ルール・タブで定義したマッピング・ルールに基づいて、目次のHTMLページを個別に生成することを目的としています。このナビゲーション・ページは、変換による最初の出力ファイルとなり、出力でルールに違反する他のページから完全に独立します。

ナビゲーション・レイアウトの本体には、ナビゲーション・アイテムとマークアップのみを含めることができます。ページ・ナビゲーションはナビゲーション・レイアウトでサポートされず、ドキュメントおよびセクションのレイアウト・アイテムとともに使用することを目的としています。

ナビゲーション・レイアウトの使用はオプションです。このオプションを使用すると、マークアップ・アイテムをヘッダーまたは本文のいずれかに配置するように指定できます。

	
「ヘッダー」アイテムでは、このレイアウトが適用されるすべての出力ファイルのHTML <head>に配置されるコンテンツを定義できます。次のアイテムが、デフォルトでヘッダーに配置されます。

HTMLファイルがエンコードされているキャラクタ・セットを示す<meta>タグ。

コンテンツが「タイトル・ソース」ページで定義される<title>タグ。

HTMLが生成されたことを示す<meta>タグ。

メタ・タグ名を指定する「ドキュメント・プロパティ」で定義されたすべてのドキュメント・プロパティの<meta>タグ。

出力ページで「CSS生成」オプションを選択した場合は、このテクノロジによって生成されたCSSスタイル定義が、<style>タグ(埋込みCSSの場合)または変換により生成されたCSSファイルへの<link>タグに含められます。

出力ページで 外部CSSスタイルシート・オプションが選択されている場合、ユーザー指定のCSSファイルへのHTML <link>タグが組み込まれます。

また、出力マークアップ・アイテムで以前に定義したマークアップ・アイテムをここに挿入できます。この画面で指定したマークアップ・アイテムは、上にリストしたすべての自動生成アイテムの後に、ヘッダーに表示されます。デフォルトでは、ここには何もリストされていません。


	
「本文」アイテムでは、このレイアウトにより作成されるナビゲーション・ページの本文に配置するコンテンツを定義します。上部には次のアイテムを挿入できます。

マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。

ナビゲーション要素: ナビゲーション要素の追加で定義されているナビゲーション要素。







	「ページ・レイアウト」では、次のオプションを使用してドキュメントのページ区切りを有効にできます。

	
セクションで区切る - 選択すると、ドキュメント・セクションでの改ページが有効になります。複数のセクションが含まれるドキュメントにのみ適用されます。


	
ページで区切る - 選択すると、ドキュメント固有のページ区切りオプションに基づいて改ページが有効になります。







	「ヘッダー」をクリックすると、このレイアウトから生成されるすべての出力ファイルのHTML <head>に配置されるコンテンツを定義できます。次のアイテムが、デフォルトでヘッダーに配置されます。

	
HTMLファイルがエンコードされているキャラクタ・セットを示す<meta>タグ。


	
コンテンツが「タイトル・ソース」ページで定義される<title>タグ。


	
HTMLが生成されたことを示す<meta>タグ。


	
メタ・タグ名を指定する「ドキュメント・プロパティ」で定義されたすべてのドキュメント・プロパティの<meta>タグ。


	
出力ページで「CSS生成」オプションを選択した場合は、このテクノロジによって生成されたCSSスタイル定義が含められます。


	
出力ページで 外部CSSスタイルシート・オプションが選択されている場合、ユーザー指定のCSSファイルへのHTML <link>タグが組み込まれます。


	
また、出力マークアップ・アイテムで以前に定義したマークアップ・アイテムをここに挿入できます。この画面で指定したマークアップ・アイテムは、上にリストしたすべての自動生成アイテムの後に、ヘッダーに表示されます。デフォルトでは、ここには何もリストされていません。







	「ページの先頭」をクリックすると、このレイアウトが適用されるすべての出力ファイルの上部に配置するコンテンツを定義できます。このコンテンツは、HTML<body>タグの直後に表示されます。ページ上部にアイテムを配置するには、そのアイテムが最初にテンプレートの別の場所で定義されている必要があります。一般的な「ページの先頭」のコンテンツの例としては、出力の最初のページ、前のページおよび次のページにリンクするナビゲーション・バーがあります。デフォルトでは、HTML変換エディタにより、「ページの先頭」は空のままになります。次のアイテムを挿入できます。

	
ヘッダー - 入力ドキュメントのヘッダー。


	
ナビゲーション・アイテム - ナビゲーション要素の追加で定義されたナビゲーション・アイテム。


	
ドキュメント・プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素 - テキスト要素で定義されたテキスト要素。







	「コンテンツの前」をクリックすると、変換されたドキュメントの(各ページ上ではなく)出力の開始場所より前に配置するコンテンツを定義できます。このようなコンテンツの例として、変換されるすべてのドキュメントで作成される標準の表紙があります。デフォルトでは、HTML変換エディタにより、「コンテンツの前」は空のままになります。次のアイテムを挿入できます。

	
ドキュメント・プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素 - テキスト要素で定義されたテキスト要素。







	「セクションの前」をクリックすると、ドキュメントの各セクションの前に配置するコンテンツを定義できます。次のドキュメント書式は、スプレッドシート、プレゼンテーション、イメージおよびデータベースといった複数のセクションをサポートしています。書式が複数のセクションをサポートする場合でも、変換される特定のファイルには1つのセクションしか含まれない場合があることに留意してください。このレイアウト領域の典型的な使用例として、2つの空白行と1つの水平ルールを挿入して、セクションが同時に実行されないようにするというものがあります。デフォルトでは、HTML変換エディタにより、「セクションの前」は空のままになります。次のアイテムを挿入できます。

	
セクション名 - 現在のセクションの名前を挿入します。現在のセクションの名前がソース・ドキュメントで指定されていない場合やワープロ文書などで定義されていない場合は、何も挿入されません。このタイプのアイテムを追加すると、作成者が要素に使用する出力書式を選択する簡単な画面が表示されます。


	
ドキュメント・プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素 - テキスト要素で定義されたテキスト要素。







	「コンテンツの後」をクリックすると、ドキュメントのコンテンツの最後に配置するコンテンツを定義できます。テンプレートで脚注や最後の注釈を指定している場合は、このコンテンツは、これらよりも後に配置されます。デフォルトでは、HTML変換エディタにより、「コンテンツの後」は空のままになります。次のアイテムを挿入できます。

	
ヘッダー - 入力ドキュメントのヘッダー。


	
フッター - 入力ドキュメントのフッター。


	
ドキュメント・プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素 - テキスト要素で定義されたテキスト要素。







	「ページの最後」をクリックすると、このレイアウトが適用されるすべての出力ファイルの下部に配置するコンテンツを定義できます。このコンテンツは、HTMLの<body>タグが閉じられる直前に表示されます。このようなコンテンツの例として、著作権表示があります。デフォルトでは、HTML変換エディタにより、「ページの最後」は空のままになります。次のアイテムを挿入できます。

	
フッター - 入力ドキュメントのフッター。


	
ナビゲーション・アイテム - ナビゲーション要素の追加で定義されたナビゲーション・アイテム。


	
ドキュメント・プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素 - テキスト要素で定義されたテキスト要素。


















A HTML変換エディタ・ユーザー・インタフェース


HTML変換エディタは、HTML変換テンプレートをカスタマイズするために使用するいくつかの管理ページから構成されています。HTML変換エディタを使用すると、テンプレートによるソース・ドキュメントの解釈方法、およびソース・ドキュメントからHTMLへの変換方法を幅広く制御できます。これは、変換によって生成される出力のコンテンツと外観を制御する様々なオプションを設定するための直感的なインタフェースです。

後続の項では、ユーザー・インタフェースの様々な部分とテンプレートの作成者が使用できるオプションについて説明します。インタフェースは、次の4つのオプションに従って構成されています。

	
ドキュメント処理: このページには、変換されたファイルの書式設定をファイル・タイプに応じてカスタマイズできるいくつかのタブが含まれています。

	
テキスト/ワープロタブ


	
「イメージ」タブ


	
「プレゼンテーション」タブ


	
「スプレッドシート」タブ


	
「データベース」タブ


	
「アーカイブ」タブ





	
ドキュメント・プロパティ: HTML Conversion Editorのこのセクションでは、ドキュメントのヘッダーや本文に配置する事前定義済またはカスタムのドキュメント・プロパティを指定できます。

	
ドキュメントのプロパティの追加


	
ドキュメント・プロパティ





	
生成済コンテンツ: 生成済コンテンツは、次の2種類の要素から構成されています。

	
テキスト要素では、カスタム文字列が定義され、これらはテンプレート内で置換文字列として使用したり、実行時にサーバーAPIコールで使用できます。これらの文字列は、そのまま出力されるか、またはテンプレートに定義された書式で出力されます。


	
ナビゲーション要素では、ナビゲーション・リンクが自動的に生成されます。




次のページを使用できます。

	
テキスト要素の追加


	
テキスト要素


	
ナビゲーション要素の追加


	
要素ナビゲーション


	
ページ・ナビゲーション


	
セクション・ナビゲーション





	
出力ページ:: 出力ページ・セクションには、マークアップ・アイテム、テキストのフォーマット、ページ・レイアウト、ナビゲーション・レイアウトなどの、HTML出力用のオプションが含まれています。インタフェースのこのセクションには、出力をカスタマイズできる次のページが含まれています。

	
出力ページ


	
出力テキスト書式の追加


	
出力テキスト書式


	
書式マッピング・ルールの追加


	
書式マッピング・ルール


	
出力マークアップ・アイテムの追加


	
出力マークアップ・アイテム


	
出力ページ・レイアウトの追加


	
ナビゲーション・レイアウト


	
ページ・レイアウト











A.1 スタート・ガイド



HTML Conversion Editorの一番上のメニュー・バーには、次の3つの項目があります。

	
ファイル: エディタを終了するためのコマンドが含まれます。テンプレートが変更されると、ユーザーは、終了の前に変更を保存するかどうかを尋ねられます。


	
ツール: テンプレートを検証したり、テンプレートのXMLコンテンツを表示するためのコマンドが含まれます。


注意:

テンプレートは、保存時に自動的に検証されます。編集中に手動でテンプレートを検証する必要はありません。




	
ヘルプ: このヘルプ・ファイルと「バージョン情報」ボックスを表示するためのコマンドが含まれます。




メニュー・バーの下にはボタン・バーがあり、ドキュメントのコンテンツIDを入力して、テンプレートのチェックイン前に変換におけるテンプレートの効果をプレビューできます。「プレビュー」をクリックして変換を実行し、デフォルトのWebブラウザを使用して出力を表示できます。

エディタの左側には、入力ドキュメントから最終出力へと向かう機能フローに従って分類された、オプションの様々なカテゴリが表示されます。

	
ドキュメント処理には、各ドキュメント・タイプに固有のオプションが含まれます。


	
ドキュメント・プロパティ・ページでは、出力で表示するドキュメント・プロパティを指定したり、カスタム・プロパティを作成できます。


	
生成済コンテンツでは、テンプレートの作成者は、ナビゲーション要素とカスタム・テキスト要素を定義できます。


	
出力ページでは、生成済出力の基本的な特性(キャラクタ・セットやエクスポート・グラフィックのフォーマットなど)を指定できます。出力テキスト書式では、ワープロ・ドキュメント・コンテンツを変換するためのテキスト書式とマッピング・ルールを作成できます。出力マークアップ・アイテムでは、テンプレートの作成者は、出力に挿入するカスタム・マークアップを定義できます。生成済コンテンツのレイアウトは、最終的に出力ページ・レイアウト・ページで定義されます。












A.2 ドキュメント処理



ドキュメント処理ページを使用すると、ファイル・タイプに応じて、変換されるファイルの書式設定をカスタマイズできます。

	
「「テキスト/ワープロ」タブ」


	
「「イメージ」タブ」


	
「「プレゼンテーション」タブ」


	
「「スプレッドシート」タブ」


	
「「データベース」タブ」


	
「「アーカイブ」タブ」










A.2.1 「テキスト/ワープロ」タブ



テキスト/ワープロ・タブでは、テキストおよびワープロ・ファイルの書式設定オプションを設定できます。


図A-1 ドキュメント処理 - テキスト/ワープロ・タブ

[image: これは、テキスト/ワープロ・タブです]


表A-1では、テキスト/ワープロ・タブの要素および要素の説明をリストしています。





表A-1 テキスト/ワープロ・タブの要素および説明

	要素	説明
	
レイアウト

	
該当のタイプのドキュメントにどのレイアウトを使用するかを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの外観全体が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。


	
<li>タグなしでリストの箇条書きを生成する

	
リストを出力する際に、HTMLリスト・タグ(順序付きリスト/順序なしリスト)を使用するか、リスト・アイテムを示す適切な修飾付きの標準段落とするかを指定します。このオプションを選択すると、ソース・ドキュメントにより忠実な出力が可能になることがあります。


	
脚注と最後の注釈を含める

	
これを選択すると、入力ドキュメントの脚注および最後の注釈が出力に含められます。脚注は、常に各ページの一番下に配置されます。最後の注釈の配置は、最後の注釈を分けるオプションにより決定されます。


	
最後の注釈を分ける

	
これを選択すると、最後の注釈は、ドキュメントの最後に別ページとして配置されます。それ以外の場合、それらは出力の最後のページに配置されます。


	
名前なし文字スタイルの無視

	
これを選択すると、ソース・ドキュメント内の名前のない文字スタイルからの書式設定は無視されます。これは、ドキュメント・コンテンツの書式設定を標準化するテンプレートを直接に、または外部CSSを利用して作成する場合に便利です。


	
ページ幅とページ・マージン

	
ページ幅とページ・マージンは、指定するか、ソース・ドキュメントから継承するか、省略できます。


	
ノート・セパレータ

	
これにより、脚注と最後の注釈をページのドキュメント・コンテンツから分離するための<hr>タグなどのマークアップを指定できます。脚注と最後の注釈が同じページに出力される場合でも、ドキュメント・コンテンツと最初の脚注の間にセパレータ・マークアップが1つ配置されます。


	
埋込みグラフィック

	
これらのオプションにより、埋込みグラフィックに対して、幅、高さまたは合計ピクセル数単位でサイズ制限を指定できます。グラフィックのアスペクト率は、指定された方法にかかわらず維持されます。0の値は、制限がないことを示します。


	
ページ区切り

	
これらのオプションによって、出力を複数のファイルに分割し、新しいページを作成するための条件を決定できます。ページは、強制改ページまたは文字数(あるいはその両方)で定義できます。表は、ページ境界にまたがって分割できないことに注意してください。












A.2.2 「イメージ」タブ



「イメージ」タブでは、イメージ・ファイルに固有のフォーマット・オプションをカスタマイズできます。


図A-2 ドキュメント処理 - 「イメージ」タブ

[image: これは、「イメージ」タブです]


表A-2では、ドキュメント処理 - 「イメージ」タブの要素および要素の説明をリストしています。





表A-2 ドキュメント処理 - 「イメージ」タブの要素および説明

	要素	説明
	
レイアウト

	
イメージ・ファイルに使用するレイアウトを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの外観全体が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。


	
セクション・タイトルの書式

	
セクション・タイトルのレイアウト・アイテムに適用するフォーマットを指定します。


	
デフォルトのセクション・ラベル

	
セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。


	
正確な幅(ピクセル単位)を次に設定

	
指定した値に幅が一致するよう、イメージを縮小または拡大します。正確な高さをxに設定を設定しない場合、イメージは元のアスペクト率のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。


	
正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定

	
指定した値に高さが一致するよう、イメージを縮小または拡大します。正確な幅をxに設定を設定しない場合、イメージは元のアスペクト率のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。


	
最大幅(ピクセル単位)を次に設定

	
非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の幅に縮小します。サイズ縮小が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大幅が設定されていないということになります。


	
最大高さ(ピクセル単位)を次に設定

	
非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の高さに縮小します。サイズ縮小が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大高さが設定されていないということになります。


	
最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定

	
非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の領域に縮小します。サイズ縮小が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大サイズが設定されていないということになります。


	
ファイルを複数のページに分割

	
選択すると、TIFFやDXFなど、複数セクションのグラフィック・ファイルのイメージが個別のページに出力されます。












A.2.3 「プレゼンテーション」タブ



「プレゼンテーション」タブでは、プレゼンテーションのフォーマット・オプションをカスタマイズできます。


図A-3 ドキュメント処理 - プレゼンテーション・タブ

[image: これは、プレゼンテーション・タブです]


表A-3では、ドキュメント処理 - プレゼンテーション・タブの要素および要素の説明をリストしています。





表A-3 ドキュメント処理 - プレゼンテーション・タブの要素および説明

	要素	説明
	
レイアウト

	
プレゼンテーション・ファイルに使用するレイアウトを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの外観全体が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。


	
セクション・タイトルの書式

	
セクション・タイトルのレイアウト・アイテムに適用するフォーマットを指定します。


	
デフォルトのセクション・ラベル

	
セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。


	
正確な幅(ピクセル単位)を次に設定

	
指定した値に幅が一致するよう、スライドを縮小または拡大します。正確な高さをxに設定を設定しない場合、スライドは元のアスペクト率のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。


	
正確な高さ(ピクセル単位)を次に設定

	
指定した値に高さが一致するよう、スライドを縮小または拡大します。正確な幅をxに設定を設定しない場合、スライドは元のアスペクト率のままでサイズ変更されます。このオプションをゼロに設定した場合、設定は無視されます。


	
最大幅(ピクセル単位)を次に設定

	
非常に大きなスライドを最大でもこのピクセル数の幅に縮小します。変更が必要な場合でも、ソース・スライドのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大幅が設定されていないということになります。


	
最大高さ(ピクセル単位)を次に設定

	
非常に大きなスライドを最大でもこのピクセル数の高さに縮小します。変更が必要な場合でも、ソース・スライドのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大高さが設定されていないということになります。


	
最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定

	
非常に大きなスライドを最大でもこのピクセル数の領域に縮小します。変更が必要な場合でも、ソース・スライドのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)にすると、最大サイズが設定されていないということになります。


	
ファイルを複数のページに分割

	
選択すると、ドキュメントの各スライドが個別のファイルに出力されます。












A.2.4 「スプレッドシート」タブ



スプレッドシート・タブでは、スプレッドシートに関連するフォーマット・オプションを設定できます。


図A-4 ドキュメント処理 - スプレッドシート・タブ

[image: これは、スプレッドシート・タブです]


表A-4では、ドキュメント処理 - スプレッドシート・タブの要素および要素の説明をリストしています。





表A-4 ドキュメント処理 - スプレッドシート・タブの要素および説明

	要素	説明
	
レイアウト

	
このタイプのドキュメントで使用するレイアウトを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの外観全体が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。


	
セクション・タイトルの書式

	
セクション・タイトルのレイアウト・アイテムに適用するフォーマットを指定します。


	
デフォルトのセクション・ラベル

	
セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。


	
グリッド線の表示

	
スプレッドシートのレンダリングにHTML表が使用されます。このオプションにより、表は境界線属性が設定された状態で出力されるため、セル境界が表示されます。このオプションを設定しない場合、ドキュメントで指定された枠線のみが出力されます。


	
最大幅(ピクセル単位)を次に設定

	
非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の幅に縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)は、制限がないことを意味します。


	
最大高さ(ピクセル単位)を次に設定

	
非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の高さに縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)は、制限がないことを意味します。


	
最大サイズ(ピクセル単位)を次に設定

	
非常に大きなイメージを最大でもこのピクセル数の領域に縮小します。変更が必要になる場合でも、ソース・イメージのアスペクト率は保持されます。デフォルト(0)は、制限がないことを意味します。


	
ファイルを複数のページに分割

	
このオプションを選択すると、ドキュメント内の各シートが個別のページに出力されます。表は、ページ境界にまたがって分割できないことに注意してください。


	
ページ当たりの行数

	
1ページ当たりの行数のオプションを0 (ゼロ)以外の値に設定すると、スプレッドシートは、各ページに最大で指定の行数を含む一連の表としてレンダリングされます。












A.2.5 「データベース」タブ



「データベース」タブを使用すると、データベース・ファイルに固有のフォーマット・オプションを指定できます。


図A-5 ドキュメント処理 - 「データベース」タブ

[image: これは、「データベース」タブです]


表A-5では、ドキュメント処理 - 「データベース」タブの要素およびその説明をリストしています。





表A-5 ドキュメント処理 - 「「データベース」タブの要素および説明

	要素	説明
	
レイアウト

	
このタイプのドキュメントで使用するレイアウトを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの全体的な外観が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。


	
セクション・タイトルの書式

	
セクション・タイトルのレイアウト・アイテムに適用するフォーマットを指定します。


	
デフォルトのセクション・ラベル

	
セクション・ベースのナビゲーションに使用するデフォルトのラベルを指定します。


	
ファイルを複数のページに分割

	
このオプションを選択すると、ドキュメント内の各セクションが個別のページに出力されます。


	
ページ当たりのレコード数

	
1ページ当たりのレコード数のオプションを0 (ゼロ)以外の値に設定すると、データベースは、各ページに最大で指定のレコード数を含む一連の表としてレンダリングされます。












A.2.6 「アーカイブ」タブ



「アーカイブ」タブを使用すると、アーカイブ・ファイルに固有のフォーマット・オプションを指定できます。


図A-6 ドキュメント処理 - 「アーカイブ」タブ

[image: これは、「アーカイブ」タブです]


表A-6では、ドキュメント処理 - 「アーカイブ」タブの要素および説明をリストしています。





表A-6 ドキュメント処理 - 「アーカイブ」タブの要素および説明

	要素	説明
	
レイアウト

	
このタイプのドキュメントで使用するレイアウトを選択します。レイアウトによって、ドキュメントの外観全体が制御されます。ページ・レイアウトは出力ページ・レイアウトで定義し、定義したレイアウトはドロップダウン・メニューから選択できます。


	
表示方法

	
ZIPなどのアーカイブ・ファイルは、アーカイブのファイル階層を表した一連の表としてレンダリングされます。デフォルトの表示方法は、ファイル・リストのみが出力される「ファイル名」です。表示方法が解凍ファイルに設定されている場合、アーカイブ内の各ファイルもそのドキュメント・タイプの適切なテンプレート設定に基づいてレンダリングされます。ファイル・リストには、レンダリングされたファイルへのリンクが含まれます。














A.3 ドキュメント・プロパティ



エディタのこのセクションでは、ドキュメントのヘッダーや本文に配置する事前定義済またはカスタムのドキュメント・プロパティを指定できます。

このセクションには、次のページがあります。

	
「ドキュメントのプロパティの追加」


	
「ドキュメント・プロパティ」










A.3.1 ドキュメントのプロパティの追加



「ドキュメント・プロパティの追加」ページを使用すると、ドキュメント・プロパティを追加および削除できます。


図A-7 ドキュメント・プロパティの追加

[image: これは、ドキュメント・プロパティの追加ページです]


表A-7では、ドキュメント・プロパティの追加タブの要素および説明をリストしています。





表A-7 ドキュメント・プロパティの追加の要素および説明

	要素	説明
	
追加

	
新しいドキュメント・プロパティを追加するには、このボタンをクリックします。


	
削除

	
ドキュメント・プロパティを削除するには、リストから定義済のドキュメント・プロパティを選択して、このボタンをクリックします。プロパティがページ・レイアウトで使用されている場合は、そのプロパティを削除できない場合があります。












A.3.2 ドキュメント・プロパティ



ドキュメント・プロパティ・ページでは、2種類のドキュメント・プロパティ、定義済および「カスタム」を定義できます。


図A-8 ドキュメント・プロパティ

[image: これは、ドキュメント・プロパティ・ダイアログ・ボックスです]


表A-8では、ドキュメント・プロパティ・タブの要素および説明をリストしています。





表A-8 ドキュメント・プロパティ・タブ - 要素および説明

	要素	説明
	
定義済

	
「定義済」プロパティは、多数のファイル形式で格納されているメタデータ・フィールドです。たとえば、入力ドキュメントの作成者を意味するプライマリ作成者などです。実際、どのプロパティを使用できるかは入力ファイル形式に大きく依存し、ほとんどの場合、作成者がこの情報を提供しているかどうかによって決まります。


	
カスタム

	
カスタム・プロパティは、作成者により定義されます。これらのプロパティを使用して、任意のテキストおよびHTMLマークアップを出力ファイルに挿入できます。

デフォルトで、ドキュメント・プロパティは何も定義されていません。変換による出力にドキュメント・プロパティを含めるには、必要なドキュメント・プロパティを最初にここで定義する必要があります。その後、出力ページ・レイアウトで定義されているページ・レイアウトにドキュメント・プロパティを挿入することで、それらを変換による出力に追加します。


	
デフォルト値

	
変換中の入力ドキュメントにプロパティが見つからない場合に使用するデフォルト値。この値は、カスタム・プロパティの値としても使用されます。デフォルト値の指定はオプションです。


	
メタ・タグ名

	
プロパティをHTMLメタ・タグで表示する場合、これが、メタ・タグで使用するname属性の値となります。content属性の値は、ソース・ドキュメントから取得されるか、または必要に応じて前述の「デフォルト値」オプションの設定から取得されます。

入力ドキュメントに作成者が指定されていない場合、生成されるメタ・タグは、次のようになります。

<meta name="author" content="Unknown">

メタ・タグ名の指定はオプションですが、出力ファイルの<head>に残りのメタ・タグとともにプロパティを挿入する場合、メタ・タグ名を指定する必要があります。


	
出力書式

	
プロパティの値を出力に参照可能なテキストとして含める場合にプロパティをフォーマットするために使用する出力段落書式の名前。














A.4 生成済コンテンツ



生成されたコンテンツは、2種類の要素から構成されています。

	
テキスト要素では、カスタム文字列が定義され、これらはテンプレート内で置換文字列として使用したり、実行時にサーバーAPIコールで使用できます。これらの文字列は、そのまま出力されるか、またはテンプレートに定義された書式で出力されます。


	
ナビゲーション要素では、ナビゲーション・リンクが自動的に生成されます。




次のページを使用できます。

	
「テキスト要素の追加」


	
「テキスト要素」


	
「ナビゲーション要素の追加」


	
「要素ナビゲーション」


	
「ページ・ナビゲーション」


	
「セクション・ナビゲーション」










A.4.1 テキスト要素の追加



「テキスト要素の追加」ページからアクセスできるテキスト要素ページでは、変換済出力に挿入するテキストを指定できます。


図A-9 テキスト要素の追加

[image: これは、テキスト要素の追加ページです]


表A-9に、テキスト要素の追加タブの要素および説明をリストします。





表A-9 テキスト要素の追加 - 要素および説明

	要素	説明
	
追加

	
新しいテキスト要素を追加するためのテキスト要素ページを表示するには、このボタンをクリックします。


	
削除

	
テキスト要素を削除するには、リストから定義済のテキスト要素を選択して、このボタンをクリックします。要素がページ・レイアウトで使用されている場合は、その要素を削除できない場合があります。












A.4.2 テキスト要素



テキスト要素ページを使用すると、新しいテキスト要素に名前と値を設定できます。


図A-10 テキスト要素

[image: これは、テキスト要素ダイアログ・ボックスです。]


表A-10に、テキスト要素タブの要素および説明をリストします。





表A-10 テキスト要素タブ - 要素および説明

	要素	説明
	
名前

	
レイアウトの作成または編集時に、このテキスト要素の参照に使用される名前です。このフィールドは必須です。


	
値

	
このテキスト要素がページ・レイアウトで使用されるときに出力に挿入される値です。デフォルトで、この要素は空白です。


	
出力書式の使用

	
出力フォーマット名です。これは、参照可能なテキストとして値を出力に含めるときのテキスト要素のフォーマットとして使用されます。












A.4.3 ナビゲーション要素の追加



ナビゲーション要素の追加ページからアクセスできるページでは、変換された出力にナビゲーション・リンクを配置できます。ナビゲーション要素には、ドキュメント・ナビゲーション、ページ・ナビゲーション、セクション・ナビゲーションの3種類があります。


図A-11 ナビゲーション要素の追加

[image: これは、ナビゲーション要素の追加ページです]


表A-11では、ナビゲーション要素の追加タブの要素および説明をリストしています。





表A-11 ナビゲーション要素の追加タブ - 要素および説明

	要素	説明
	
ナビゲーション要素 ...

	
「追加」ボタンの横にあるドロップダウン・ボックスをクリックして、ドキュメント・ナビゲーション、ページ・ナビゲーション、セクション・ナビゲーションのいずれの要素を追加するかを選択します。


	
追加

	
ドキュメント・ナビゲーション、ページ・ナビゲーションまたはセクション・ナビゲーション・ページを表示して要素を定義するには、このボタンをクリックします。


	
削除

	
不要になったナビゲーション要素を削除するには、ナビゲーション・アイテムをハイライトしてから、このボタンをクリックします。ナビゲーション要素がページ・レイアウトで使用されている場合、そのナビゲーション要素は削除されないことがあります。












A.4.4 要素ナビゲーション



要素ナビゲーション・ページを使用すると、ワープロ・ドキュメントのドキュメント要素へのナビゲーションをローカルまたはグローバルで実行できます。このページには、次のような下位のリンク・セット・ページがあります。

	
「「マッピング・ルール」タブ」


	
「「カスタム属性」タブ」


	
「「マークアップ」タブ」


	
「「書式設定」タブ」





図A-12 要素ナビゲーション

[image: これは、要素ナビゲーション・ダイアログ・ボックスです]


表A-12では、要素ナビゲーション・タブの要素および説明をリストしています。





表A-12 要素ナビゲーション・タブ - 要素および説明

	要素	説明
	
名前

	
ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前。必須です。


	
リンク・タグ

	
<a>または<option>のどちらを使用してこの要素内のリンクを囲むかを指定します。


	
"親なし"のレベルが発生した場合に親レベルを生成します。

	
このオプションは、リンク階層がレベル1から開始するように、欠落しているリンク・レベルを追加します。


	
同じページ上のターゲットへのリンクのみを含めます。

	
このオプションは、同じHTML出力ページにすべてが表示されるターゲットに対して小さなリンク・セットを生成する場合に使用します。たとえば、各HTML出力ページにアウトライン・レベル1の段落が1つ作成されるようドキュメントを分割する場合などです。ユーザーはその後、ページに表示されるすべてのアウトライン・レベル2の段落に移動する1行のリンクをページ最上部に作成する手順の一部として、このオプションを設定できます。

このオプションを設定しない(デフォルト)場合、ドキュメント全体にわたるターゲットに対するリンクが生成されます。


	
ラベルの語句の制限

	
リンクのラベルは、ドキュメント要素のテキストから取得されます。ターゲット要素の中には、大量のテキストを含むものもあります。このため、リンク・リストのフォーマットで問題が発生することがあります。このオプションを設定すると、指定したワード数の後、ラベルが切り捨てられます。その場合、切捨てを示すために省略記号が出力されます。

このオプションをゼロに設定(デフォルト)すると、ターゲット要素のすべてのテキストがリンク・ラベルとして使用されます。


	
リンク・セット

	
リンク・セット・セクションには次の4つのタブがあります。

	
「マッピング・ルール」タブによって、テンプレートの作成者は、アウトライン・レベルまたは(大/小文字を区別した)スタイル名によってナビゲーションのターゲットを定義できます。


	
「カスタム属性」タブでは、カスタム属性をリンクに適用できます。


	
「マークアップ」タブでは、リンク・セットをレンダリングするためのタグまたは他のマークアップを定義します。


	
「フォーマット」タブによって、テンプレートの作成者は、直接に、または外部CSSクラスを通じてリンク・ラベルにスタイルを適用できます。





	
レベル

	
リンク・セットを追加した後は、これらの上/下矢印を使用してその順序を調整できます。ウィンドウに表示されるリンク・セットの順序によって、ナビゲーション階層が確立されます。リンク・セットが上または下に移動すると、それに従ってリンク・セットの名前が変更されます。たとえば、2つのリンク・セット(レベル1およびレベル2)を定義し、2つ目のリンク・セットを選択して上に移動すると、このリンク・セットがレベル1になります。


	
削除

	
リンク・セットを削除するには、そのリンク・セットをハイライトしてからこのボタンをクリックします。










A.4.4.1 「マッピング・ルール」タブ



マッピング・ルール・タブでは、リンク・マッピング・ルール・ページにアクセスできます。リンク・マッピング・ルールは、入力ドキュメントのどの部分がリンクの作成に使用されるかを決定します。


図A-13 リンク・マッピング・ルール

[image: これは、リンク・マッピング・ルール・ダイアログ・ボックスです]


表A-13では、リンク・マッピング・ルールの要素および説明をリストしています。





表A-13 リンク・マッピング・ルール - 要素および説明

	要素	説明
	
リンク・マッピング・ルールの追加/リンク・マッピング・ルールの削除

	
新しいリンク・マッピング・ルールを追加して、ドキュメント・コンテンツにナビゲーション用のマークを付けるには、リンク・マッピング・ルールの追加アイコンをクリックします。ルールを削除するには、そのルールをハイライトして「削除」アイコンをクリックします。


	
「上に移動」および「下に移動」

	
これらのボタンを使用して、追加したマッピング・ルールを並べ替えることができます。マッピング・ルールは、一致する最初のルールが適用されるルールとなる順序で並べられています。


	
次が一致

	
作成するマッピング・ルールの種類を決定します。2つの選択肢があります。

	
アウトライン・レベルが一致 - 指定した数値のアウトライン・レベルを照合します。0の値は使用できないことに注意してください。


	
スタイルが一致 - 指定した段落または文字のスタイル名を照合します。一致では大/小文字が区別されることに注意してください。





	
値(アウトラインまたはスタイル)

	
	
アウトライン・レベルが一致を選択した場合は、一致させるアウトライン・レベルをここに入力する必要があります。デフォルトのアウトライン・レベルは1です。


	
スタイルが一致を選択した場合は、一致させるスタイル名をここに入力する必要があります。スタイル名は大/小文字が区別され、ドキュメントに含まれるスタイル名と完全に一致する必要があります。デフォルトのスタイル名はありません。















A.4.4.2 「カスタム属性」タブ



「カスタム属性」タブでは、カスタム属性およびカスタム・マークアップを定義して、リンク・セットの前または後に挿入できます。

表A-14では、「カスタム属性」タブの要素および説明をリストしています。





表A-14 「カスタム属性」タブ - 要素および説明

	要素	説明
	
カスタム・リンク属性

	
ユーザーが指定したカスタム属性が表示されます。属性を追加または削除するには、「属性の追加」ボタンまたは「属性の削除」ボタンを使用します。


	
名前/値

	
定義する任意の名前/値ペア。デフォルトでは空です。












A.4.4.3 「マークアップ」タブ



「マークアップ」タブでは、リンクの前、間または後に挿入するHTMLマークアップを定義できます。

表A-15では、「マークアップ」タブの要素および説明をリストしています。





表A-15 「マークアップ」タブ - 要素および説明

	要素	説明
	
リンクの前に挿入するようマークアップ

	
最初のリンクの前に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。


	
リンクとリンクの間に挿入するようマークアップ

	
リンクとリンクの間に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。


	
リンクの後に挿入するようマークアップ

	
最後のリンクの後に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。


	
各リンクの前または後に挿入するようマークアップ

	
各リンクの前または後に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。












A.4.4.4 「書式設定」タブ



「フォーマット」タブでは、外部CSSクラスを定義するか、またはリンク・セットの文字書式を直接定義できます。


図A-14 要素ナビゲーション - 「書式設定」タブ

[image: これは、要素ナビゲーションの「書式設定」タブです]


表A-16では、要素ナビゲーション - 「書式設定」タブの要素および説明をリストしています。





表A-16 要素ナビゲーション - 「書式設定」タブの要素および説明

	要素	説明
	
外部CSSクラスの使用

	
このオプションを選択した場合は、作成者が外部CSSファイルからのクラスの名前をここに入力する必要があります。外部CSSファイルのURLは、出力ページで設定された「外部ユーザー・スタイルシート」オプションを使用して指定します。


	
文字の書式設定

	
文字レベルの書式設定に使用可能なタイプごとに、次の2つの値の中の1つを設定できます。

	
常にオフ - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。

















A.4.5 ページ・ナビゲーション



ページ・ナビゲーションでは、ページ相対ナビゲーションを使用できます。このページには次の3つのタブがあります。

	
「「マークアップ」タブ」


	
「「書式設定」タブ」


	
「「ページ・リンク」タブ」










A.4.5.1 「マークアップ」タブ



「マークアップ」タブでは、リンク・セットの前後にマークアップを挿入できます。


図A-15 ページ・ナビゲーション - 「マークアップ」タブ

[image: これは、ページ・ナビゲーションの「マークアップ」タブです]


表A-17では、ページ・ナビゲーション - 「マークアップ」タブの要素および説明をリストしています。





表A-17 ページ・ナビゲーション - 「マークアップ」タブの要素および説明

	要素	説明
	
名前

	
ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前。必須です。


	
リンク・タグ

	
リンクに使用するHTMLタグに対してアンカーまたはオプションを選択します。


	
このリンク・セットの前に挿入するようマークアップ

	
リンク・セットの前に表示する必要がある任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。


	
このリンク・セットの間に挿入するようマークアップ

	
リンク・セットの間に表示する必要がある任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。


	
このリンク・セットの後に挿入するようマークアップ

	
リンク・セットの後に表示する必要がある任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。


	
各リンクの前または後に挿入するようマークアップ

	
各リンクの前または後に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。












A.4.5.2 「書式設定」タブ



「フォーマット」タブでは、ナビゲーション・リンクのフォーマットを指定できます。


図A-16 ページ・ナビゲーション - 「書式設定」タブ

[image: これは、ページ・ナビゲーションの「書式設定」タブです]


表A-18では、ページ・ナビゲーション - 「書式設定」タブの要素および説明をリストしています。





表A-18 ページ・ナビゲーション - 「書式設定」タブの要素および説明

	要素	説明
	
名前

	
ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前。必須です。


	
リンク・タグ

	
このリンクのHTMLタグに対してアンカーまたはオプションを選択します。


	
CSSクラスの使用

	
外部で定義されたクラスの名前をここに指定します。CSSファイルのURLは、出力ページの外部ユーザー・スタイルシート・オプションで指定します。


	
文字の書式設定

	
文字レベルの書式設定で使用可能な種類が表示されます。書式設定の各種類に対して次の2つの値の1つを設定できます。

	
常にオフ - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。















A.4.5.3 「ページ・リンク」タブ



「ページ・リンク」タブでは、ページ・ナビゲーション・リンクを追加して、各リンクの順序を決定できます。


図A-17 ページ・ナビゲーション - 「ページ・リンク」タブ

[image: これは、ページ・ナビゲーションの「ページ・リンク」タブです]


表A-19では、ページ・ナビゲーション - 「ページ・リンク」タブの要素および説明をリストしています。





表A-19 ページ・ナビゲーション - 「ページ・リンク」タブの要素および説明

	要素	説明
	
ページ・リンクの追加

	
「ページ・リンクの追加」をクリックすると、ページ・ナビゲーション・リンクが追加されます。リンクを削除するには、そのリンクをハイライトして「ページ・リンクの削除」をクリックします。


	
リンク・タイプ

	
リンクを次のタイプのいずれかとして定義します。

	
最初のページ - 生成された出力の最初のページへのリンク。これはデフォルトです。


	
前のページ - 生成された出力の前のページへのリンク。


	
次のページ - 生成された出力の次のページへのリンク。


	
ナビゲーション・ページ - 生成された出力のナビゲーション・ページへのリンク。ナビゲーション・ページはナビゲーション・レイアウトで定義します。


	
カスタムURL: 指定したURLへのリンク。





	
リンク・ラベル

	
HTMLの開始および終了のアンカー・タグの間に配置するテキスト。リンクのボタンとして使用するグラフィックの<img>タグなど、任意の有効なHTMLにすることもできます。


	
URL

	
前述した「リンク・タイプ」オプションが「カスタムURL」に設定されている場合に入力する必要があります。


	
カスタム属性の追加/削除

	
「属性の追加」アイコンをクリックして、ページ・リンクのHTMLアンカー・タグに含める新規属性を追加します。ボタンをクリックすると、名前/値表にエントリが表示されます。デフォルトのnameを属性の名前で置き換えます。デフォルトのvalueを属性の値で置き換えます。たとえば、altおよびgeneratedをそれぞれ選択します。削除するには、名前と値のペアをハイライトしてから「属性の削除」アイコンをクリックします。


	
リンクが使用できない場合

	
このオプションは、指定したリンクが使用できない場合の処理方法を指定します。たとえば、ドキュメントの最後のページを生成しているときは「次」リンクを使用できません。次の中から選択できます。

	
リンクの抑制: リンク・ラベル は引き続き出力に配置されますが、そのリンクは外されています。これはデフォルトです。


	
リンクおよびテキストの抑制: リンク・ラベルは出力に配置されません。


	
代替リンクの使用: このオプションを選択すると、指定したリンクのかわりに代替リンク設定が使用されます。





	
代替リンク設定

	
前述した代替リンクの指定を選択すると、次の設定が使用可能になります。

リンク・タイプ - 次の中から選択できます。

	
最初のページ - 生成された出力の最初のページへのリンク。


	
ナビゲーション・ページ - リンクを出力ドキュメント・レイアウトの主要ナビゲーション・ページへのリンクに置き換えます。このオプションを選択するには、ナビゲーション・レイアウトでナビゲーション・レイアウトを指定する必要があります。


	
カスタムURL: URL (後述)を代替リンクとして使用することを指定します。


	
テキスト: リンクは作成されません。前述した通常の「リンク・テキスト」オプション設定の値のかわりに、後述する「リンク・テキスト」オプション設定の値が使用されます。これがこのオプションのデフォルトです。




リンク・ラベル: どの「リンク・タイプ」が選択されているかに関係なく、これが代替リンクに使用されるテキストまたはHTML、あるいはその両方となります。デフォルト値はありません。

URL: 「リンク・タイプ」が「カスタムURL」に設定されている場合に使用するURL。これは有効なURLに設定する必要があります。デフォルト値はありません。














A.4.6 セクション・ナビゲーション



セクション・ナビゲーションは、プレゼンテーションやスプレッドシートなどの複数セクションのドキュメント・タイプで使用され、ページ区切りが使用されないときに各セクションへのリンクを作成する場合に便利です。これは、最も単純なタイプのナビゲーション要素であり、セクション・ラベルはリンク・ラベルとして使用され、ダイアログ・ボックスの他のオプションは、すべてのナビゲーション要素に共通のオプションです。このページには、3つのタブがあります。

	
「カスタム属性」タブ


	
「マークアップ」タブ


	
「書式設定」タブ




ページの最上部には、3つすべてのタブ用のアイテムが2つ表示されます。

表A-20では、セクション・ナビゲーション・タブの要素および説明をリストしています。





表A-20 セクション・ナビゲーションの要素および説明

	要素	説明
	
名前

	
ページ・レイアウトがこのナビゲーション要素の参照に使用する名前。必須です。


	
リンク・タグ

	
<a>または<option>のどちらを使用してこの要素内のリンクを囲むかを指定します。










A.4.6.1 「カスタム属性」タブ



「カスタム属性」タブでは、リンク・セットの前後にカスタム・マークアップを挿入できます。


図A-18 セクション・ナビゲーション - 「カスタム属性」タブ

[image: これは、セクション・ナビゲーションの「カスタム属性」タブです]


表A-21では、セクション・ナビゲーション - 「カスタム属性」タブの要素および説明をリストしています。





表A-21 セクション・ナビゲーションの「カスタム属性」タブの要素および説明

	要素	説明
	
カスタム属性

	
ユーザーが指定したカスタム属性が表示されます。属性を追加または削除するには、「属性の追加」ボタンまたは「属性の削除」ボタンを使用します。


	
名前/値

	
定義する任意の名前/値ペア。デフォルトでは空です。












A.4.6.2 「マークアップ」タブ



「マークアップ」タブでは、リンクの前後やリンク間にHTMLマークアップを挿入できます。


図A-19 セクション・ナビゲーション - 「マークアップ」タブ

[image: これは、セクション・ナビゲーションの「マークアップ」タブです]


表A-22では、セクション・ナビゲーション - 「マークアップ」タブの要素および説明をリストしています。





表A-22 セクション・ナビゲーション - 「マークアップ」タブの要素および説明

	要素	説明
	
リンクの前に挿入するようマークアップ

	
最初のリンクの前に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。


	
リンクとリンクの間に挿入するようマークアップ

	
リンクとリンクの間に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。


	
リンクの後に挿入するようマークアップ

	
最後のリンクの後に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。


	
各リンクの前または後に挿入するようマークアップ

	
各リンクの前または後に表示する任意のテキストまたはHTML。デフォルトでは空です。












A.4.6.3 「書式設定」タブ



「フォーマット」タブには、リンクのフォーマットを指定する方法が2つ用意されています。


図A-20 セクション・ナビゲーション - 「書式設定」タブ

[image: これは、セクション・ナビゲーション - 「書式設定」タブです]


表A-23では、セクション・ナビゲーション - 「書式設定」タブの要素および説明をリストしています。





表A-23 セクション・ナビゲーション - 「書式設定」タブの要素および説明

	要素	説明
	
CSSクラスの使用

	
外部で定義されたクラスの名前をここに指定します。CSSファイルのURLは、出力ページの外部ユーザー・スタイルシート・オプションで指定します。


	
文字の書式設定

	
使用可能な文字レベルのフォーマットのタイプは、それぞれ次の2つの値のいずれかに設定できます。

	
常にオフ - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオフにします。


	
常にオン - リンクの書式設定時に、属性を強制的に常にオンにします。



















A.5 出力ページ



出力ページ・セクションには、マークアップ・アイテム、テキストの書式設定、ページ・レイアウト、ナビゲーション・レイアウトを含む、HTML出力のオプションが含まれています。インタフェースのこのセクションには、出力をカスタマイズできる次のページが含まれています。

	
「出力ページ」


	
「出力マークアップ・アイテムの追加」


	
「出力マークアップ・アイテム」


	
「出力テキスト書式の追加」


	
「出力テキスト書式」


	
「書式マッピング・ルールの追加」


	
「書式マッピング・ルール」


	
「出力ページ・レイアウトの追加」


	
「出力ページ・レイアウト」


	
「ナビゲーション・レイアウト」


	
「ページ・レイアウト」










A.5.1 出力ページ



出力ページ・ページでは、HTML出力に関する各種のオプションを設定できます。


図A-21 出力ページ

[image: これは、出力ページ・ページです]


表A-24では、出力ページ・タブの要素および説明をリストしています。





表A-24 出力ページ・タブの要素および説明

	要素	説明
	
DOCTYPEの使用

	
各出力ファイルの最上部にDOCTYPE文を挿入する場合、このオプションを選択します。CSSが有効な場合、生成されるHTMLはXHTML 1.0 Transitional DTDに準拠します。CSSが無効な場合は、HTML 4.0 Transitionalに準拠するHTMLが出力されます。このオプションはデフォルトで有効化されています。


	
言語文字列

	
<html>タグのlang属性の値を指定します。この値は、ドキュメントのプライマリ自然言語を示します。


	
CSS生成

	
CSSを使用すると、Dynamic Converterでソース・ドキュメントに関してさらに高い忠実度で出力を作成できます。CSSのサポートはブラウザによって異なることに注意してください。

このオプションは、次の値に設定できます。

	
埋込み - CSSスタイルは各出力ファイルのヘッダーに含まれます。


	
外部 - CSSスタイルは別ファイルに出力されます。このファイルは、変換中に生成されるすべての出力ファイルによって参照されます。




CSSはデフォルトで、各出力ファイルのHTMLに埋め込まれています。CSSが埋め込まれると、CSSファイルを別に作成する必要がなくなるため、変換により生成されるファイルの総数が少なくなります。変換の最終出力のどこかでスタイルが必要な場合は、すべてのHTMLファイルのスタイル定義にそのスタイルが表示されます。


	
外部ユーザー・スタイルシート

	
出力によって参照されるスタイルシートのURIを指定します。このオプションは、「文字の書式設定」タブおよび「段落書式」タブの「外部CSSクラスの使用」オプションとともに使用して、テンプレートの作者がドキュメント・コンテンツの書式を制御できるようにします。


	
出力文字セット

	
このオプションを使用すると、出力ファイルで使用する必要があるキャラクタ・セットを指定できます。指定後は、文字が必要に応じて入力ドキュメントのキャラクタ・セットから出力キャラクタ・セットに変換、つまり「マッピング」されます。


	
マッピングできない文字の値

	
出力キャラクタ・セットに文字が見つからない場合は、使用する文字をこのオプションで指定します。このオプションでは、16進法で指定された置換文字にUnicode値が使用されます(デフォルト値の2Aは、アスタリスク(「*」)文字に対応します)。選択した置換文字が出力キャラクタ・セットで使用可能であることを確認する必要があります。


	
グラフィック書式

	
このオプションを使用すると、開発者はシステムにより生成されるグラフィックの書式を指定できます。許容される値は次のとおりです。

	
GIF


	
JPEG


	
PNG


	
なし





	
インタレースGIF

	
この項目は、グラフィック書式にGIFを選択した場合に選択可能になります。出力グラフィックをインタレースGIFにする場合はこのチェック・ボックスを選択します。


	
出力DPI

	
このオプションを使用すると、出力グラフィック・デバイスの解像度をDPIで指定できます。この設定は、物理単位(in/cm)でサイズが指定されているオブジェクトにのみ適用されます。たとえば、100 DPIグラフィックでの1インチの正方形を50 DPIのデバイス(「出力DPI」オプションを50に設定)にレンダリングするとします。この場合、出力されるJPEG、GIFまたはPNGは、50×50ピクセルとなります。


	
JPEGクオリティ

	
選択した形式がJPEGの場合、システムにより作成されるJPEGの品質をここで設定できます(1から100)。


	
画像サイズの変更方法

	
このオプションでは、グラフィックのサイズ変更に使用する方法を指定します。次の3つの方法から選択できますが、どの方法も変換後のイメージ品質および変換速度が多少犠牲になります。

	
クイック


	
スムーズ(デフォルト)


	
グレースケール





	
カスタム・ターゲット属性

	
一部の入力ドキュメントにはハイパーリンクが含まれています。テンプレートの作成者が、ブラウザでソース・ドキュメントのリンクを開くフレームやウィンドウを優先することがあります。このオプションを使用すると、テンプレートの作成者が生成されたハイパーリンクの「ターゲット」属性で使用する値を指定できます。これにより、ソース・ドキュメントのターゲット情報が上書きされますが、ナビゲーション・レイアウト・アイテムのハイパーリンクやマークアップは影響を受けません。このオプションを空白のままにすると、「ターゲット」属性はソース・ドキュメントで値を指定された場合にのみ設定されます。

HTMLのtarget属性に有効な値は次のとおりです。

	
_blank - ユーザー・エージェントは、指定されたドキュメントを新しい、名前のないウィンドウにロードする必要があります。


	
_self - ユーザー・エージェントは、このターゲットを参照する要素と同じフレームにドキュメントをロードする必要があります。


	
_parent - ユーザー・エージェントは、現在のフレームの直接の親であるFRAMESETにドキュメントをロードする必要があります。現在のフレームに親がない場合、この値は_selfと同等になります。


	
_top - ユーザー・エージェントは、完全な、元のウィンドウにドキュメントをロードする必要があります(したがって、他のすべてのフレームは取り消されます)。現在のフレームに親がない場合、この値は_selfと同等になります。





	
HTMLソースを読みやすく書式設定する

	
このオプションを選択すると、出力に改行が正確に書き込まれ、生成されるHTMLが読みやすく、視覚的にも美しくなります。この改行は、この段落の前に新しい行を追加を設定した場所にのみ表示されます。

このオプションが次には影響しないことに注意してください。

	
このオプションの設定は、テキスト・エディタに生成されるマークアップを読みやすくしますが、ブラウザへのドキュメントのレンダリングには影響しません。


	
.cssファイルのコンテンツにはソース・ドキュメントからのテキストが含まれないため、このオプションは、.cssファイルのコンテンツには影響しません。


	
テンプレートの内容はすでにユーザーの制御下にあるため、このオプションはテンプレートからコピーされた空白や改行には影響しません。





	
スタイル情報の表示

	
このチェック・ボックスを選択すると、ソース・ドキュメントのスタイル名およびマッピング方法に関する情報がDynamic Converterに取り込まれます。特定の段落やテキスト文字列の上にマウスを置くと、マッピングされている書式が表示されます。












A.5.2 出力テキスト書式の追加



出力テキスト書式の追加ページでは、出力ドキュメント・テキストの書式設定属性を定義する出力テキスト書式を追加および削除できます。出力テキスト・フォーマットでは、出力ドキュメント・テキストのテキストおよび書式設定の属性を定義します。これらの書式は、フォント・ファミリ、フォント・サイズ、フォント・カラーなどの属性、標準のテキスト属性(太字、イタリック、下線など)、および表で使用する罫線の属性などを定義します。これにより、作成者は、ソース・ドキュメントで多数の作成者が様々な書式スタイルを使用している場合も、出力の外観を規格化できます。


図A-22 出力テキスト書式 - 「書式」タブ

[image: これは、出力テキスト書式 - 「書式」タブです]


表A-25では、出力テキスト書式 - 「書式」タブの要素および説明をリストしています。





表A-25 出力テキスト書式 - 「書式」タブの要素および説明

	要素	説明
	
追加

	
新規の出力テキスト書式を追加するには、「追加」ボタンをクリックします。新規に追加されたアイテムが左側のツリー・ビューに表示され、編集する場合はそのアイテムにナビゲートされます。デフォルト段落書式は常に使用可能です。この書式は、基本的に、入力ドキュメントの書式設定どおりに出力を書式設定するよう指示します。


	
削除

	
表の出力テキスト・フォーマットを選択し、「削除」をクリックして削除します。












A.5.3 出力テキスト書式



出力テキスト書式ページには2つのタブがあります。

	
出力テキスト書式: 「マークアップ」タブ


	
出力テキスト書式: 「フォーマット」タブ










A.5.3.1 出力テキスト書式 - 「マークアップ」タブ



このタブでは、出力ページの要素に関連付けるカスタム・テキスト書式のマークアップを定義できます。


図A-23 出力テキスト書式 - 「マークアップ」タブ

[image: これは、出力テキスト書式 - 「マークアップ」タブです]


表A-26では、出力テキスト書式 - 「マークアップ」タブの要素および説明をリストしています。





表A-26 出力テキスト書式 - 「マークアップ」タブの要素および説明

	要素	説明
	
名前

	
この書式を参照するために使用する名前。このフィールドは必須です。


	
タグ名(デフォルトはp)

	
この書式を使用する段落の前後に配置する段落レベルのHTMLタグ。有効かどうかに関係なく、ここには任意のタグ名を入力できることに注意してください。前後の山カッコ(<、>)ではなく、タグ名のみを入力する必要があります。デフォルトは段落タグ(p)です。


	
属性の追加

	
「カスタム属性」表に新規の名前と値のペアを追加します。これらの属性は、上の「タグ名」オプションで名前が指定されているタグに適用されます。新規属性に名前および値を設定するには、「カスタム属性」表内で属性をクリックします。


	
属性の削除

	
エントリを削除するには、「カスタム属性」表内のエントリをハイライトしてからこのボタンをクリックします。


	
要素の前に挿入するようマークアップ

	
この書式を使用するすべての段落の前に書き込むHTMLまたは通常のテキスト、あるいはその両方。


	
要素の後に挿入するようマークアップ

	
この書式を使用するすべての段落の後に書き込むHTMLまたは通常のテキスト、あるいはその両方。


	
この段落の前にHTMLの新しい行を挿入します。

	
このオプションを選択すると、HTMLソースを読みやすく書式設定するオプションが出力ページで設定されている場合、段落の開始タグの前のHTMLに改行文字が挿入されます。このオプションは、ブラウザにおける出力の外観には影響を及ぼしません。


	
この段落から新しいページを開始します。

	
このオプションが設定されていると、この書式が段落に適用されるたびに、新しい出力ページが作成されます。デフォルトでは、このオプションは無効です。


	
このタイプの最初の段落でページを開始しないでください。

	
この段落から新しいページを開始しますが選択されている場合に、このオプションが設定されていると、最初の段落に関してのみ、その効果が無効になります。このオプションの目的は、出力の冒頭に空またはほぼ空のページが作成されないようにすることです。












A.5.3.2 出力テキスト書式 - 「書式設定」タブ



外部CSSの使用またはこのページでの書式の定義という2つの方法のいずれかを選択して、段落の書式を指定できます。


注意:

この書式設定は、主に段落スタイルに適用されます(ただし、名前付き文字スタイルもサポートされます)。テンプレートからスタイルをオーバーライドできるようにするには、ソース・ドキュメントのスタイルを適切に指定する必要があります。つまり、段落の書式設定を変更する場合は、段落のテキストを選択して書式設定を手動で適用するのではなく、段落スタイルを編集する必要があります。前者の方法では、ワード・プロセッサによってテキストに名前なし文字スタイルが適用されます。このようにすると、たとえば、Microsoft Wordでは、スタイルは「見出し1 + 斜体」のように表示されます(斜体の書式設定はスタイルの一部ではありません)。段落のスタイルを正しく指定するには、新しく「見出し1(斜体)」スタイルを作成して書式設定属性を適宜設定し、段落に適用します。このようにすると、たとえば、Microsoft Wordでは、スタイルは「見出し1 + 斜体」のように表示されます(斜体の書式設定はスタイルの一部ではありません)。段落のスタイルを正しく指定するには、新しく「見出し1(斜体)」スタイルを作成して書式設定属性を適宜設定し、段落に適用します。




図A-24 出力テキスト書式 - 「書式設定」タブ

[image: これは、出力テキスト書式の「書式設定」タブです。]


表A-27では、出力テキスト書式 - 「書式設定」タブの要素および説明をリストしています。





表A-27 出力テキスト書式 - 「書式設定」タブの要素および説明

	要素	説明
	
CSSクラスの使用

	
外部で定義されたクラスの名前をここに指定します。CSSファイルのURLは、出力ページの外部ユーザー・スタイルシート・オプションで指定します。


	
文字の書式設定

	
ここで使用可能な各タイプの文字レベル書式は、次のいずれかの値に設定できます。

	
常にオフ - テキストを書式設定する際、常に属性を強制的にオフにします。


	
常にオン - テキストを書式設定する際、常に属性を強制的にオンにします。


	
継承 - ソース・ドキュメントから属性の状態を取得します。つまり、ソース・ドキュメントでテキストが太字でレンダリングされる場合は、太字のテキストが作成されます。


	
指定しない - 書式設定を指定しないままにします。場合によっては、これにより、常にオフと異なるHTML出力が生成される場合があります。この設定は、外部スタイルシートによりスタイルが提供される場合に便利です。





	
段落書式

	
テキストに適用する段落レベルの書式設定。使用可能な書式設定のタイプは、このセクションに表示されます。書式が文字スタイルにマッピングされている場合、段落の書式設定は無視されます。

注意: すべての色は000000からFFFFFFのRGB値で指定されます。

ここで使用可能な各タイプの段落レベル書式設定は、次のいずれかのオプションに設定できます。

	
常にオフ - テキストを書式設定する際、常に属性を強制的にオフにします。


	
常にオン - テキストを書式設定する際、常に属性を強制的にオンにします。


	
継承 - ソース・ドキュメントから属性の状態を取得します。たとえば、この書式を使用してソース・ドキュメントの段落に0.5インチのインデントが指定されている場合、出力ファイルの段落でも0.5インチのインデントが適用されます。


	
指定しない - 上の「常にオフ」オプションと同様の効果があります。





	
枠線の使用

	
この要素では、段落の枠線を処理する方法を指定します。次のいずれかのオプションに設定できます。

	
常にオフ - この書式にマップされた段落では枠線が使用されません。


	
常にオン - この書式にマップされた段落では、下のフィールドで指定した枠線が使用されます。この設定を有効にするには、CSSを有効にする必要があります。


	
継承 - この書式にマップされた段落では、ソース・ドキュメントで定義された枠線がある場合に、それが使用されます。


	
指定しない - 常にオフと同様の効果があります。





	
枠線のスタイル/枠線の色/枠線の幅

	
枠線の各辺(上、右、下、左)について、次の属性を指定できます。

	
枠線のスタイル - 使用できる枠線のスタイルの1つを選択します。


	
枠線の色 - 16進数のRGB値で指定された色。


	
枠線の幅: ポイントで指定された枠線の幅。

















A.5.4 書式マッピング・ルールの追加



「書式マッピング・ルールの追加」ページでは、書式マッピング・ルール・ページにアクセスできます。テキストに対して使用する書式を把握するには、書式マッピング・ルールを作成する必要があります。マッピング・ルールは、ソース・ドキュメント・テキストのタイプをチェックすることによって書式を選択します。


図A-25 出力テキスト書式 - 書式マッピング・ルール

[image: これは、出力テキスト書式 - 書式マッピング・ルール・タブです。]


表A-28では、出力テキスト書式 - 書式マッピング・ルール・タブの要素および説明をリストしています。





表A-28 出力テキスト書式 - 書式マッピング・ルール・タブの要素および説明

	要素	説明
	
書式マッピング・ルールの追加

	
このボタンをクリックすると、新しい書式マッピング・ルールが追加されます。


	
「上に移動」および「下に移動」

	
これらのボタンを使用して、追加したマッピング・ルールを並べ替えることができます。マッピング・ルールは、最初に一致したルールのみ適用されます。

たとえば、スタイルが「マイ・スタイル」の段落にマッピングするあるルールを作成したとします。このルールの下には、「アウトライン・レベル1」が適用された段落にマッピングする別のルールが存在します。入力ドキュメントには、スタイルが「マイ・スタイル」で、かつ「アウトライン・レベル1」が適用されている段落が1つ以上あります。この場合、そのような段落に対し、「マイ・スタイル」の書式設定のみが適用され、「アウトライン・レベル1」のルールは無視されます。


	
削除

	
マッピング・ルールを削除するには、目的のマッピング・ルールをハイライトしてこのボタンをクリックします。












A.5.5 書式マッピング・ルール



書式マッピング・ルール・ページは、出力テキスト書式を出力テキストにマップするために使用します。


図A-26 出力テキスト書式 - 書式マッピング・ルール

[image: これは、書式マッピング・ルール・ダイアログ・ボックスです]


表A-29では、出力テキスト書式 - 書式マッピング・ルール・タブの要素および説明をリストしています。





表A-29 出力テキスト書式 - 書式マッピング・ルール・タブの要素および説明

	要素	説明
	
書式

	
このマッピング・ルールが有効なときに適用する定義済の書式の1つを選択します。デフォルト段落書式は常に使用可能であり、常にデフォルトです。


	
次が一致

	
ルール・チェックを行うための段落書式情報を定義します。

	
アウトライン・レベル: ソース・ドキュメントで指定されているアウトライン・レベルに一致します。アプリケーションで事前定義された見出しスタイルには、通常、スタイル定義の一部として適用される対応するアウトライン・レベルが含まれます。


	
スタイル: 段落または文字のスタイル名に一致します。


	
脚注: いずれかの脚注に一致します。


	
最後の注釈: いずれかの最後の注釈に一致します。


	
ヘッダー: ドキュメントのいずれかのヘッダー・テキストに一致します。


	
フッター: ドキュメントのいずれかのフッター・テキストに一致します。





	
値

	
上の「次が一致」がアウトライン・レベルに設定されている場合、ここで、一致する必要があるアウトライン・レベルを定義します。

上の「次が一致」がスタイル名に設定されている場合、ここで、一致する必要があるソース・ドキュメントの段落または文字のスタイル名を定義します。スタイル名を一致させる場合、作成者は、ここでスタイル名を指定する必要があります。デフォルト値は用意されていません。名前は、ソース・ドキュメントのスタイル名に正確に一致する必要があります。スタイル名の一致では、大/小文字が区別されます。












A.5.6 出力マークアップ・アイテムの追加



「出力マークアップ・アイテムの追加」ページからアクセスできる出力マークアップ・アイテム・ページでは、カスタマイズされたマークアップを出力ページに追加したり削除できます。


図A-27 出力マークアップ・アイテム

[image: これは、出力マークアップ・アイテムの追加ページです]


表A-30では、出力マークアップ・アイテム・タブの要素および説明をリストしています。





表A-30 出力マークアップ・アイテム・タブの要素および説明

	要素	説明
	
追加

	
このボタンを使用すると、出力ページに改行などのマークアップ・アイテムを追加できます。このような要素を追加するには、このボタンをクリックします。


	
削除

	
必要なくなったマークアップ・アイテムを削除するには、出力マークアップ・アイテムをハイライトして、このボタンをクリックします。












A.5.7 出力マークアップ・アイテム



出力マークアップ・アイテム・ページを使用すると、出力アイテムに関連付けられたマークアップを定義できます。


図A-28 マークアップ

[image: これは、「マークアップ」ダイアログ・ボックスです]


表A-31では、「マークアップ」タブの要素および説明をリストしています。





表A-31 「マークアップ」タブの要素および説明

	要素	説明
	
名前

	
このマークアップを参照する場合に使用する名前です。このフィールドは必須です。


	
マークアップ

	
マークアップ・テキスト入力フィールドに、挿入するHTMLを入力します。


	
OK/取消

	
このアイテムを保存する場合は「OK」を、終了する場合は「取消」をクリックします。












A.5.8 出力ページ・レイアウトの追加



「出力ページ・レイアウトの追加」ページでは、出力ページ・レイアウト・ページにアクセスできます。ページ・レイアウトは、出力の様々な部分をどのように配置するかを決定するために使用します。


図A-29 出力ページ・レイアウト

[image: これは、出力ページ・レイアウトの追加ページです]


表A-32では、出力ページ・レイアウト・タブの要素および説明をリストしています。





表A-32 出力ページ・レイアウト・タブの要素および説明

	要素	説明
	
追加

	
新規レイアウトを追加するには、このボタンをクリックします。新しく追加されたレイアウトはナビゲーション・ペインの左側に表示され、編集用の新規レイアウトに自動でナビゲートされます。


	
削除

	
レイアウトを削除するには、リストからレイアウトを選択してこのボタンをクリックします。テンプレートには、少なくとも1つのレイアウトが定義されている必要があります。このため、デフォルトのレイアウトは削除できません。必要に応じてデフォルトのレイアウトの再定義または名前変更、あるいはその両方を行うことができます。












A.5.9 出力ページ・レイアウト



出力ページ・レイアウト・ページでは、出力ページ・レイアウトを定義し、これをナビゲーション・レイアウトにリンクできます。たとえば、目次を出力ページのどこに配置するかを定義します。見やすいレイアウトであれば出力の細部にはこだわらないというユーザーのために、デフォルトのレイアウトが用意されています。複数ページ・レイアウトを作成すると、ファイル・タイプに応じてドキュメント・ナビゲーション・システムをカスタマイズできます。各ドキュメント処理タブでは、ここで作成したページ・レイアウトのうちそのファイル・タイプに使用するものを指定できます。

このページの<title>ソース部分では、HTML <title>タグで使用する値をテンプレートで取得する場所を選択できます。デフォルトでは、新しいレイアウトに対してこの指定は空ですが、DTDに準拠するために<title>タグは常に出力されます。<title>テキストのソースは、存在する子要素から判別されます。


図A-30 「レイアウト」 - 「一般」タブ

[image: これは、「レイアウト」ダイアログ・ボックスの「一般」タブです]


表A-33では、「レイアウト」 - 「一般」タブの要素および説明をリストしています。





表A-33 「レイアウト」 - 「一般」タブの要素および説明

	要素	説明
	
名前

	
このレイアウトを参照するために使用する名前を入力します(必須)。名前を入力した後、名前(この例ではdefault)の左側にあるプラス記号をクリックして、下位レベルを開きます。


	
ナビゲーション・レイアウトを含める

	
このオプションを選択すると、ページ・レイアウトで指定されたマークアップおよびドキュメント・コンテンツへのリンクを含む目次ページを別のファイルとして作成できます。ナビゲーション・レイアウトの使用はオプションです。この項目の前にあるボックスを選択すると、ナビゲーション・レイアウト・タブを使用できるようになります。


	
ソース/名前

	
タイトルを検索する場所を追加する場合にクリックします。次のソースを検索できます。

	
フォーマット: 出力テキスト書式ですでに定義済の段落の出力書式にマップされたテキストを使用します。任意の書式を使用できますが、たとえば、「タイトル」スタイルで作成されたテキストの書式から使用します。この書式の、空でない最初の段落が使用されます。


	
テキスト要素: テキスト要素ですでに定義済のテキスト要素を使用します。タイトルのテキスト要素を使用すると、他のすべてのタイトル・ソースが定義されていないか、使用できない場合の安全策として、リストの最後にエントリを作成できます。


	
プロパティ: ドキュメント・プロパティですでに定義済のドキュメント・プロパティを使用します。任意のプロパティを使用できますが、たとえば、「タイトル」ドキュメント・プロパティから使用します。


	
セクション・タイトル: 現在のドキュメントのセクション・タイトルを使用します。セクション・タイトルは、すべてのドキュメント形式で使用できるわけではなく、たとえば、ワープロ・ファイルでは使用されません。タイトルをセクション名に合せることは、プレゼンテーション(スライド・タイトル)、スプレッドシートやデータベース・ファイル(シート名)の場合に非常に有効です。セクション名の使用は、1つのスライドまたはシートが各HTML出力ページに配置される出力レイアウトで効果的に機能します。この場合、各ページはそのコンテンツのタイトルに一致するタイトルを持つことになります。ドキュメントがセクションで区切られないページ・レイアウトの場合は、最初のセクションがタイトル・テキストとして使用されます。





	
「上に移動」および「下に移動」

	
ボックス内にアイテムがリストされる順序は、Dynamic Converterがタイトルを検出するために使用する検索順序と一致します。リストの最初のソースにタイトルが見つからない場合、リスト内の次のソース、そしてまた次というようにチェックされます。これらの2つのボタンを使用して、必要に応じて順序を調整します。












A.5.10 ナビゲーション・レイアウト



ナビゲーション・レイアウトは、「マッピング・ルール」タブで定義したマッピング・ルールに基づいて、目次のHTMLページを個別に生成することを目的としています。このナビゲーション・ページは、変換による最初の出力ファイルとなり、出力の他のドキュメント改ページ・ルールからは完全に独立しています。

ナビゲーション・レイアウトは、実際のドキュメント・コンテンツへのリンクを含む別のファイルの作成をトリガーします。ナビゲーション・レイアウトの本体には、ナビゲーション・アイテムとマークアップのみを含めることができます。ページ・ナビゲーションはナビゲーション・レイアウトでサポートされず、ドキュメントおよびセクションのレイアウト・アイテムとともに使用することを目的としています。

ナビゲーション・レイアウトの使用はオプションです。これを使用した場合、出力ドキュメントの他のページからナビゲーション・ページにアクセスできるように、作成者は、ナビゲーション・ページ・リンクを含むページ・ナビゲーション・アイテムを主要なレイアウトに追加できます。


図A-31 ナビゲーション・レイアウト

[image: これは、「レイアウト」ダイアログ・ボックスのナビゲーション・レイアウト・タブです]


ナビゲーション・レイアウトには、ヘッドおよび「ボディ」という2つのセクションがあります。それらは表A-34に記載されています。





表A-34 ナビゲーション・レイアウト・セクション

	レイアウト・セクション	説明
	
ヘッダー

	
このページでは、このレイアウトが適用されるすべての出力ファイルのHTML <head>に配置するコンテンツを定義します。ヘッドには、次のものが自動的に配置されます。

	
HTMLファイルがエンコードされているキャラクタ・セットを示す<meta>タグ。


	
<title>タグ。そのコンテンツは、タイトル・ソースで定義されています。


	
HTMLが生成されたことを示す<meta>タグ。


	
メタ・タグ名を指定する「ドキュメント・プロパティ」で定義されたすべてのドキュメント・プロパティの<meta>タグ。


	
出力ページで「CSS生成」オプションを選択した場合は、このテクノロジによって生成されたCSSスタイル定義が含められます。


	
出力ページで外部CSSスタイルシート・オプションを選択した場合は、ユーザーが指定したCSSファイルへのHTML <link>タグが含められます。


	
このページにリストされたすべてのマークアップ・アイテム。マークアップ・アイテムをここに挿入できるようにするには、最初に出力マークアップ・アイテムでそれが定義されている必要があります。このページで指定したマークアップ・アイテムは、ヘッドの上にリストしたすべての自動生成アイテムの後に表示されます。デフォルトでは、ここには何もリストされていません。





	
本文

	
このページでは、このレイアウトにより作成されるナビゲーション・ページの本文に配置するコンテンツを定義します。








各レイアウト・セクションには、表A-35に記載されているアイテムの追加、削除およびアイテムの順序の設定を制御する次の要素があります。





表A-35 レイアウト・セクションの要素

	セクション	説明
	
「上に移動」および「下に移動」

	
ボックス内にアイテムがリストされる順序は、各ページの上部にアイテムが表示される順序と一致します。これらの2つのボタンを使用して、必要に応じて順序を調整します。


	
削除

	
不要なエントリを削除するには、エントリをハイライトした後、このボタンをクリックします。この操作は、各ページの上部からエントリを削除する操作であり、このボタンをクリックしてもエントリの定義は削除されません。


	
追加

	
レイアウトの各ページの上部にエントリを追加するには、このボタンをクリックします。上部には次のアイテムを挿入できます。

	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
ナビゲーション要素: ナビゲーション要素の追加で定義されているナビゲーション要素。















A.5.11 ページ・レイアウト



ページ・レイアウト・ページでは、出力HTMLページにドキュメント・コンテンツを配置する方法を定義します。


図A-32 ページ・レイアウト

[image: これは、「レイアウト」ダイアログ・ボックスの「ページ・レイアウト」タブです]


ドキュメント・コンテンツの配置方法を定義するには、表A-36に記載されている次の各レイアウト・セクションをクリックします。





表A-36 「ページ・レイアウト」のセクション

	レイアウト・セクション	説明
	
ヘッダー

	
各出力ファイルのHTML <head>に挿入されるマークアップ・アイテムを追加できます。


	
ページの先頭

	
各出力ページの上部に挿入されるアイテムを指定できます。次のアイテムを挿入できます。

	
ヘッダー - 入力ドキュメントのヘッダー。


	
ナビゲーション・アイテム: ナビゲーション要素の追加で定義されたナビゲーション・アイテム。


	
ドキュメント・プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: テキスト要素で定義されたテキスト要素。





	
コンテンツの前

	
ドキュメント・コンテンツの前に出力されるマークアップ・アイテムを指定できます。次のアイテムを挿入できます。

	
ドキュメント・プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: テキスト要素で定義されたテキスト要素。





	
セクションの前

	
複数のセクションが含まれるドキュメントの各セクションの前に挿入されるアイテムを指定できます。ワード・プロセッシング・ドキュメントには適用できないことに注意してください。次のアイテムを挿入できます。

	
セクション名 - 入力ドキュメントのセクション名。


	
ドキュメント・プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: テキスト要素で定義されたテキスト要素。





	
コンテンツの後

	
ドキュメント・コンテンツの後に出力されるアイテムを指定できます。次のアイテムを挿入できます。

	
ヘッダー - 入力ドキュメントのヘッダー。


	
フッター - 入力ドキュメントのフッター。


	
ドキュメント・プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: テキスト要素で定義されたテキスト要素。





	
ページの最後

	
各出力ページの下部に挿入されるアイテム(たとえば、著作権情報)を指定できます。次のアイテムを挿入できます。

	
フッター - 入力ドキュメントのフッター。


	
ナビゲーション・アイテム: ナビゲーション要素の追加で定義されたナビゲーション・アイテム。


	
ドキュメント・プロパティ - 「ドキュメント・プロパティ」で定義されたドキュメント・プロパティ。


	
マークアップ・アイテム - 出力マークアップ・アイテムで定義されているテキストおよびHTMLマークアップ・アイテム。


	
テキスト要素: テキスト要素で定義されたテキスト要素。

















A.6 テンプレートのプレビューと保存



この項の内容は次のとおりです。

	
「テンプレートXML構造のプレビュー」


	
「変換されたドキュメントのプレビュー」


	
「テンプレートの保存」










A.6.1 テンプレートXML構造のプレビュー



HTML変換エディタでは、テンプレート作成中にテンプレートのXML構造をプレビューできます。このプレビュー機能を使用すると、テンプレート構成時に使用した選択肢を確認できます。インタフェースの左上で「ツール」→「XML構造の表示」を選択します。「XML構造ビューア」ウィンドウが表示されます。


図A-33 XML構造ビューア

[image: これは、XML構造ビューアのサンプル出力です]









A.6.2 変換されたドキュメントのプレビュー



テンプレートを構成する場合には、指定したソース・ドキュメントがテンプレート適用後にどのように表示されるかを確認できる便利なツールを使用できます。




	最初に、プレビューするドキュメントを設定します。インタフェースの左上で、テキスト・フィールドにプレビュー・ドキュメントIDを入力します。これは、以前にコンテンツ・サーバーにチェックインした、プレビューするドキュメントのコンテンツIDです。
	インタフェースの右上の「プレビュー」ボタンをクリックします。デフォルトのブラウザが起動され、変換されたドキュメントのプレビューが表示されます。








A.6.3 テンプレートの保存



変更内容を保存しないでHTML Conversion Editorを終了しようとすると、3つの選択肢があるダイアログ・ボックスが表示されます。

	
保存して終了


	
終了


	
取消

















用語集



絶対URL


Webページの完全なインターネット・アドレス。転送プロトコル、ネットワーク・ロケーション、およびオプションのパスとファイル名で構成されます。たとえば、http://www.company.com/news/update.htmのようなものです。この場合、httpで転送プロトコルが定義され、www.company.comでドキュメントが存在するサーバーが特定されます。newsはサブディレクトリで、update.htmはファイル名です。







アクティブ・リンク


Webページ上で現在選択されているリンク。多くの場合、Webブラウザでは、リンクのクリック時に、そのリンクの表示色が変わります。また、リンクがポイントしているサイトまたはページに読者がアクセスすると、再び表示色が変わります。







Active Server Pages


Microsoft Internet Information Server(IIS)でサーバー側の機能を実行できる、Microsoft社のスクリプト言語。ASP(およびより新しいASP+)を使用することによって、リレーショナル・データベースから(クエリの使用により)情報を導出する、動的に組み立て可能なWebページを構築できます。ASPページ名には.aspファイル拡張子が含まれます。







ActiveXコントロール


HTMLでは直接利用できない、アニメーション・シーケンスやスプレッドシート計算などの機能を確保するために、Webページに埋め込むことができるコンポーネント。ActiveXコントロールは、多数のプログラミング言語でアクティブ化できます。







アドレス(システム)


Dynamic Converterのすべてのテンプレートに含まれる特殊要素。Webページで、住所(グローバル・プロパティ・シートの「アドレス」タブ・ダイアログの住所行に入力される情報)の書式設定に使用されます。







管理者


コンピュータまたはネットワークに対して最大の権限を持つ人物またはコンピュータのログイン。管理者のアクセス権では、システムのあらゆる要素の使用および他のユーザーへの一意の権限の割当てなどを行えます。







アンカー


別のリンクのターゲットとして機能する、Webページ上の名前付きの場所。アンカー・タグを使用することによって、Webページの特定のセクションへのリンクを設定できます。URL内でアンカーの前には番号(#)記号が付きます。アンカーはブックマークとも呼ばれます。







アプレット


Javaアプレットの略称。Javaアプレットは、Webページに埋め込まれ、Webブラウザによって実行される、Javaで記述された短いプログラムです。Javaアプレットは、相互作用力またはアプリケーション機能をWebページに追加する目的で多用されます。Javaアプレットは、Microsoft Internet Explorer、Netscape Navigator、またはJavaを解釈できるその他のWebブラウザで読み取ることができます。







ASCII


米国の情報交換標準コード。文字、空白、句読点などを含み、書式設定情報は含まない、広く認められているテキストのみの形式。ASCIIファイルは、互いに相手のドキュメントを判読できないプログラム間でも転送可能です。HTMLファイルはASCII形式でエンコードできます。







背景色


Webページまたは表のセルの色設定。







背景グラフィック


Webページの背景用に、色のかわりに使用されるグラフィック。Dynamic Converterの各グラフィック・セットには背景グラフィックが含まれています。テンプレートにグラフィック・セットを適用すると、そのテンプレートから作成されたすべてのWebページにそのグラフィック・セットが自動的に適用されます。







ベースURL


Webページ上の相対URLを絶対URLに変換する目的で、Webページに割り当てることができるオプションのURL。ベースURLはドキュメント名で終わるか(例: http://www.company.com/news.htm)、または末尾にスラッシュが付きます(例: http://www.company.com/news/)。ベースURLはベース・ロケーションとも呼ばれます。







ビットマップ(.bmp)


イメージを一連のビットで表現する、Windowsに準拠したグラフィック・ファイル形式。Dynamic Converterは、ソース・ドキュメントの、ビットマップを含む様々なイメージ・タイプをGIF、JPEG、PNG、WBMPまたはBMP形式に変換します。







ブックマーク


1) Webサイトまたは他のインターネットURLを将来使用できるように保存しておくための手段。ユーザーは、サイトにアクセスするたびにURLを入力するかわりに、一度そのURLを開いた後、ブックマークすることによって、次回からはそのブックマークを使用してサイトにアクセスできます。ブックマークはお気に入りとも呼ばれます。

2) 別のリンクのターゲットとして機能する、Webページ上の名前付きの場所。ブックマークを使用することによって、Webページの特定のセクションへのリンクを設定できます。URL内でブックマークの前には番号(#)記号が付きます。ブックマークはアンカーとも呼ばれます。







機能しないリンク


存在しない(またはコンピュータが検出できない)URLまたはファイルを指しているリンク。







箇条書きリスト


黒丸で始まる、段落内の一連の関連アイテム。順序付けられていないリストとも呼ばれます。







カスケード・スタイルシート(CSS)


Webページのレイアウトの制御を導入する目的で、プレゼンテーションから構造を分離する手段。スタイルシートをHTMLドキュメントに組み込む方法として、(a)外部のスタイルシートへのリンク、(b)ドキュメントの<HEAD>タグ内へのドキュメント全体のスタイルの埋込み、または(c)必要な場所へのインライン・スタイルの埋込みがあります。Dynamic Converterは、2番目と3番目の方法でCSSを実装します。(外部のスタイルシートは、「コンテンツの前にHTMLまたはスクリプト・コードを含める」オプションを使用して追加できます。)







セル


表の最小コンポーネント。







セル内の余白


表のセルのコンテンツとそのセルの枠線との間の空白の量。







セルの間隔


表内のセル間の空白の量。







文字


単一の英字、数字、または小数点やカンマなどの特殊記号。







文字要素


文字のみ、つまり段落内のテキストの一部のみを対象とする書式設定に使用される要素。







コアHTMLタグ


最も一般的に使用されるHTMLタグ。6つのヘッダー・タグ、すべてのテキストを対象とする段落タグ、およびリスト処理に使用される2つのタグがあります。







デフォルト文字


特別なスタイルに関連付けられていない、ソース・ドキュメント内の任意の文字に関連付けることができる特殊要素。







デフォルト段落


他のどの要素にも関連付けられていない、ソース・ドキュメント内のコンテンツにDynamic Converterが割り当てる特殊要素。







Default.tcp


Dynamic Converterのデフォルトの2つのプロジェクト・ファイルの1つ。新しいHTMLプロジェクトを開始すると、このプロジェクト・ファイルのコピーが自動的に開きます。このプロジェクト・ファイルは、Dynamic Converterディレクトリにインストールされます(Dynamic Converter製品ディスクのSupportフォルダにもコピーがあります)。もう1つのデフォルト・プロジェクト・ファイルDefaultWML.tcpは、WMLプロジェクトの作成に使用されます。







DefaultWML.tcp


デフォルトの2つのプロジェクト・ファイルの1つ。Dynamic Converterディレクトリにインストールされます(Dynamic Converter製品ディスクにも含まれています)。新しいWMLプロジェクトの開始時には常に、Dynamic ConverterによってDefaultWML.tcpのコピーが開かれます。DefaultWML.tcpはWMLプロジェクトの作成に使用されます。HTMLプロジェクトの作成には、Default.tcpを使用します。







ディレクトリ


ファイル、他のディレクトリまたはその両方の集合を格納する、コンピュータのディスク・ドライブ上の記憶域の名前。ディレクトリにはその内容を特定できる名前を付けます。Windowsオペレーティング・システムでは、ディレクトリはマニラ・フォルダに似た黄色のアイコンで表現されます。ディレクトリはフォルダとも呼ばれます。







ドメイン名


IPアドレスに解決される、またはIPアドレスを指す名前。ドメイン名によって、Webサイトにわかりやすい名前が確保され、ユーザーがWorld Wide Web上でWebサイトを見つけやすくなります。







ダウンロード


リモート・コンピュータからローカル・マシンにファイルを転送すること。







効果


ドキュメント内のテキストの一部が持つ、太字、斜体、下付きなどの特性。Dynamic Converterでは、ソース・ドキュメントの変換時にこのような効果を保持することも、変更することもできます。







要素


語句処理テンプレートで使用されるスタイル名に類似するもの。Dynamic Converterは、ソース・ドキュメント内のコンテンツに対してランクを作成し、ランクに要素を割り当てます。各要素は、HTMLタグを割り当てられ、テンプレートに保存されます。







要素ボタン・バー


「前」や「次」など、用途を示すラベルが付いたボタンで構成されるナビゲーション支援。Webページ内の要素間の移動に使用されます。







要素リンク


読者がWebページ内の特定の要素に関連付けられている要素間を移動できるようにする、要素レベルのリンク。







要素の設定


要素の管理に使用する、テンプレート・エディタのプロパティ・シート。







要素テキスト・バー


要素から導出したテキストで構成されるナビゲーション支援。Webページ内の要素間の移動に使用されます。







電子メール


電子メール。ネットワークを介してメッセージを電子的に転送すること。







電子メール(システム)


Dynamic Converterのすべてのテンプレートに含まれる特殊要素。Webページで、電子メール・アドレス(グローバル・プロパティ・シートの「アドレス」タブ・ダイアログの電子メール・プロンプトに入力される情報)の書式設定に使用されます。







埋込みファイル


ドキュメント(Microsoft Wordドキュメントなど)に組み込まれたグラフィック、サウンドまたはオブジェクト。Dynamic Converterは埋込みオブジェクトをグラフィックに変換するとともに、ネイティブ形式(Microsoft Excelの場合、.xlsなど)のそのオブジェクトへのリンクを作成します。







お気に入り


Webサイトまたは他のインターネットURLを将来使用できるように保存しておくこと。ユーザーは、サイトにアクセスするたびにURLを入力するかわりに、一度そのURLを開いた後、お気に入りとして保存することによって、次回からはそのお気に入りを使用してサイトにアクセスできます。お気に入りはブックマークとも呼ばれます。







ファイル


ファイル・システムに格納される、名前付きの情報の集合。







ファイル拡張子


ファイルの目的や用途を特定する、ファイル名の構成要素。ファイル拡張子によってファイルのタイプが決まります。そのため、ソフトウェア・アプリケーションは必要に応じてファイルを読み取ることができます。たとえば、拡張子.txtを持つファイルは、テキスト・エディタで開くことができ、拡張子.bmpを持つファイルはグラフィック・エディタで開くことができます。また、拡張子.exeを持つファイルは、オペレーティング・システムによって実行できます。







ファイル・サーバー


ファイルを格納し、ローカルおよびリモートからのファイルへのアクセスを可能にする、ネットワーク上で稼働するコンピュータ。ファイル・サーバーはWebサーバーとも呼ばれます。







ファイル・タイプ


ファイルの形式。通常、ファイル名の拡張子によって示されます。ほとんどのソフトウェア・アプリケーションでは、特定のファイル・タイプ・セットが使用されます。







フォルダ


ファイル、フォルダまたはその両方の集合を格納する、コンピュータのディスク・ドライブ上の記憶域の名前。フォルダにはその内容を特定できる名前を付けます。Windowsオペレーティング・システムでは、フォルダはマニラ・フォルダに似た黄色のアイコンで表現されます。フォルダはディレクトリとも呼ばれます。







フォント


特定のデザインおよびサイズのキャラクタ・セット。書体はフォントで構成されます。Arialは書体の一種です。Arial 12ポイント、ローマン体太字はフォントの一種です。







書式設定


Webページのコンテンツの書式設定に使用する、Dynamic Converterのプロパティ・シート。







ギャラリ


900個以上のグラフィックを提供する、テンプレート・エディタのダイアログ・ボックス。ナビゲーションおよび視覚支援として機能するこれらのグラフィックを使用して、Webページの外観を調整できます。これらのグラフィックの多くは、28個のセットにまとめられているため、Webページのボタン、箇条書きの黒丸、セパレータおよび背景のデザインに一貫性を持たせることができます。







GIF (.gif)


Graphics Interchange Format。8ビット・カラー(256色)を処理する、圧縮率およそ2:1の圧縮グラフィック・ファイル。GIFイメージは、短時間でダウンロードできることから、インターネット上でよく使用されているグラフィック・ファイル形式です。GIFは、ソース・ドキュメントにインポートされたグラフィックの変換時にDynamic Converterで使用されるデフォルトの形式の1つです。







グローバル設定


Dynamic Converterのグローバル・プロパティ・シートで設定されたあらゆるオプション。特定のテンプレートに(テンプレート内の個別要素ではなく)関連付けられます。







グローバル


Dynamic Converterのプロパティ・シートの1つ。テンプレート内の個別要素ではなく、テンプレート全体の書式設定に使用されます。たとえば、そのテンプレートに関連付けられたすべてのドキュメントの背景色を作成できます。この色は、それらのドキュメントの変換時に作成されるすべてのWebページに適用されます。







グラフィック


通常、テキストではなくイメージを表示する特定のファイル・タイプ。Dynamic Converterは、ソース・ドキュメントをWebページに変換する際に、あらゆる形式のグラフィックを受け入れます。それらは、GIF、JPEG、PNG、BMPまたはWBMP形式に変換されます。Dynamic Converterは、Webページでナビゲーションおよび視覚支援として使用できるグラフィックのギャラリも備えています。







グラフィック・セット


ギャラリから利用できる、Dynamic Converter付属のグラフィックの集合。各グラフィック・セットは、固有のデザインを持ち、一連のナビゲーション・ボタン、箇条書きの黒丸、セパレータおよび背景で構成されています。Dynamic Converterには28個のセットが含まれています。







GUI


Graphical User Interface。アイコンとメニューが組み込まれ、ユーザーがマウスを使用してコマンドを実行できる、グラフィック・ベースのユーザー・インタフェース。GUIでは、ユーザーがあらゆる種類のコンピュータ化された情報と容易に相互作用できるようにする、視覚型のインタフェースが作成されます。







ヘッダー


<HEAD>タグと</HEAD>タグで囲まれた、HTMLファイルの冒頭部分。通常、ここにタイトルが指定されます。







見出し


デフォルトまたは標準のテキストよりも大きい書体で表示されるテキスト・スタイル。ヘッダーはドキュメント内の階層を表します。通常、ヘッダー1が最上位で、ヘッダー2がその次、というように続きます。HTMLのヘッダー・タグは同じ階層を表します。







ヘッダー・レベル


ドキュメントの階層レベル。ヘッダー・レベルはコンテンツの構造化に役立ちます。多くの場合、ドキュメントには複数のヘッダー・レベルが含まれ、レベルごとにヘッダー1、ヘッダー2などのスタイル名が設定されます。各ヘッダーでは、フォントのサイズや線の太さに異なる設定が適用され、その重要度が示されます。







ホットスポット


リンクを含む、テキストまたはイメージ内の部分。ユーザーがホットスポットをクリックすると、関連する情報が表示されます。Webブラウザでは、ホットスポットは表示されません。ユーザーは、ポインタの表示が変わることで、ホットスポットの存在を認識できます。







HTM


Dynamic Converterで作成される出力HTMLファイルのデフォルトの拡張子。







HTML


Hypertext Markup Language。Webブラウザで表示可能なWebページにドキュメントを変換するために使用されるマークアップ言語。HTMLタグを使用して、ドキュメントのテキストと背景の書式が設定されます。HTMLページのファイル名には、拡張子.htmlまたは.htmが含まれます。







HTML 4.0


W3Cによって管理されている現在の標準(より詳細に言えば、バージョン4.01)。ほとんどのWebブラウザはバージョン4.0および4.01をサポートしています。







HTMLファイル


ソース・ドキュメントの変換時にDynamic Converterが生成するもの。各HTMLファイルはWebブラウザでWebページとして表示されます。(ソース・ドキュメントが複数のHTMLファイルに分割されている場合、各ファイルが単一のWebページとして表示されます。)







HTML形式


Webブラウザでのドキュメントの表示に使用される形式。HTML形式のファイルは、テキスト・ブロックにHTMLタグが割り当てられたテキスト・ファイルです。Dynamic ConverterはHTML形式の本文ページにソース・ドキュメントを変換します。







HTMLタグ


ドキュメントの外観とプロパティを指定する記号の集合。WebブラウザはHTMLタグを解釈し、ブラウザ・ウィンドウにコンテンツを表示します。







HTTP


WebブラウザとWebサーバーのインターネットを介した通信に使用されるプロトコル。具体的に言うと、WebブラウザがHTTPを使用して、Webサーバーにドキュメントをリクエストし、ドキュメントのコンテンツを表示します。HTTPプロトコルはURLの先頭に指定されます(例: http://)。HTTPの仕様はWorld Wide Web Consortiumによって管理されています。







HTTPS


HTTPSは、SSL暗号化セッションを介してやりとりされる標準のHTTPです。







リンク


ドキュメント内のテキストまたはイメージから、Webページ、ファイル・システム、ネットワークまたはインターネット内にある別のドキュメントへの移動。Dynamic Converterはナビゲーション用にハイパーリンクを自動的に作成します。また、Dynamic Converterは、ユーザーを別のWebサイトなどに誘導する、ソース・ドキュメント内のハイパーリンクを維持します。ハイパーリンクはWorld Wide Webでのナビゲーションの主要手段です。ハイパーリンクはリンクとも呼ばれます。







ハイパーテキスト


情報、特にテキストの非線形的な編成方法。ハイパーテキストは、個々のデータ要素が他の要素を相互に指すように、コンピュータで使用するテキスト、グラフィックおよびその他の種類のデータを調整する方法を提供します。他のドキュメントへのハイパーテキスト・リンクを含むドキュメントはすべて、ハイパーテキスト・ドキュメントです。ほとんどのWebページはハイパーテキスト・ドキュメントです。







ハイパーテキスト・リンク


グラフィックまたはテキストにオーバーレイされたホットスポット。ユーザーの関心に基づくWebページ内およびWebページ間のナビゲーションを促進します。読者がハイパーテキスト・リンクをクリックすると、Webページ内の別の場所または別のWebページが表示されます。







イメージ


Webページに挿入できる、GIF、JPEG、PNG、BMPまたはWBMP形式のグラフィック。Dynamic Converterでは、様々な形式のグラフィックをインポートして、これら5つの形式のいずれかに変換できます。







イメージ・タグ


Webページにグラフィックをインラインで配置するためのHTMLイメージ・タグ<IMG>。HTML 2.0以降のバージョンをサポートするWebブラウザで使用されます。







インライン・イメージ


固有のウィンドウではなく、テキスト行に埋め込まれたイメージ。単独で表示するか、またはテキスト表示と組み合せることができます。







インターネット


TCP\IPを使用した世界規模の通信機能を行政機関、大学、企業、組織および個人に提供する何千ものWide Area Network(WAN)およびLocal Area Network(LAN)で構成されるグローバル・コンピュータ・ネットワーク。World Wide Webはインターネットにホストされています。







インターネット・アドレス


インターネット上のWebサイトの一意の識別子。ユーザーは、Webブラウザのアドレス・バーにインターネット・アドレスを入力するか、またはインターネット・アドレスを格納するリンクをクリックすることによって、Webサイトにアクセスできます。(http://www.company.comなど)。ホスト名またはネットワーク・ロケーションとも呼ばれます。







Internet Explorer


HTMLマークアップとインターネット・プロトコル(HTTPおよびFTP)を解釈して、ユーザーがWorld Wide Webをブラウズできるようにするために使用される、Microsoft社のWebブラウザ。Dynamic Converterは、Internet ExplorerまたはNetscape Navigatorを使用してテンプレートとWebページの両方をプレビューできる機能を備えています。







インターネット・インフォメーション・サービス


World Wide WebでのWebページの配信に使用されるMicrosoft社のWebサーバー・ソフトウェア。IISには、そのネイティブASP(Active Server Page)スクリプト言語用のサーバー側機能が多数組み込まれています。IISをFTPサーバーとして使用して、インターネット経由でドキュメントを転送することもできます。







イントラネット


社内情報の格納に使用される、組織の内部ネットワーク内に配置された1つ以上のWebサーバー。一般に、イントラネットは、外部またはカスタマ向けWebサイトから分離された別のWebサイトとして存在します。従業員など、ネットワークに直接接続するユーザーは、イントラネット・サイトにアクセスできます。







IPアドレス


インターネット上のコンピュータを識別する数値アドレス。IPアドレスは、ピリオドで区切られた4つの数字セット(セットごとに最大3桁)で構成されます。ドメイン名に専用のIPアドレスが割り当てられている場合は、IPアドレスをドメイン名のかわりに使用できます。







Java


Sun社によって作成された汎用プログラミング言語。Javaを使用してJavaアプレットを作成できます。Javaプログラムは、Webブラウザを備えるマシン上で稼働するプログラムによってWebサーバーからダウンロードされ、解釈されます。







JavaServer Pages


サーブレット(Webサーバー上で実行される小型プログラム)を使用してWebページにサービスを提供するためのテクノロジ。JSPはMicrosoft社のActive Server Pages(ASP)に類似するものです。どちらもWebサーバーにプログラムをリクエストし、結果をWebブラウザに表示します。JSPページ名には.jspファイル拡張子が含まれます。







JavaScript


Netscape社とSun社によって開発された、プラットフォーム間共通のWebスクリプト言語。JavaScriptは実行前にコンパイルされないため、Javaに比べてパフォーマンスに制限があります。JavaScriptを使用して基本的なオンライン・アプリケーションおよび機能をWebページに追加することはできますが、利用できるアプリケーション・プログラミング・インタフェース機能の数と複雑度を比較した場合、JavaScriptはJavaよりも劣ります。JavaScriptコードは、Webページの既存のHTMLコードに追加できます。







JPEG (.jpg)


Joint Photographic Experts Group。高解像度のカラー・グラフィックの表示に使用される圧縮グラフィック・ファイル形式。JPEGは色彩と細部の描写に富んだ写真およびイメージに広く使用されている形式です。Dynamic Converterでは、ソース・ドキュメント内のグラフィックをJPEG形式に変換できます。







リンク


Webページのいずれかの部分に含まれるポインタ。読者はこれをクリックすることで、同じ発行物の別の部分またはまったく別の発行物に含まれる関連情報にナビゲートできます。リンクによって、関連情報間の迅速かつ容易な移動が可能になります。多くの場合、リンクは、インターネット上で選択または使用されると色が変わるようにコーディングされます。







リスト


段落内の一連の関連アイテム。通常、番号で始まるか(番号付きリストまたは順序付けられたリスト)、または黒丸で始まります(箇条書きリストまたは順序付けられていないリスト)。







リスト要素


HTMLリスト・アイテム・タグ<LI>が付けられた、リスト内のアイテム。







ローカル・リンク


同じWebページ内の2つの関連情報を接続するリンク。







ログイン


ユーザーがユーザー名とパスワードの入力により、アカウントに対して自分自身を識別するプロセス。







マークアップ


テキスト・ファイルに特殊文字を埋め込み、そのファイルのコンテンツの処理方法をコンピュータ・プログラムに示すプロセス。HTMLタグはマークアップ形式の一種です。







マークアップ言語


定義済のマークアップ・タグのセット。







メタ・タグ


HTMLファイルの<HEAD>部分に配置する必要があるHTMLタグ。メタ・タグは、Webページに関する情報を提供するものであり、Webページの外観には影響しません。







メタデータ


データに関するデータ。標準的なソース・ドキュメントには、コンテンツの他に、タイトルや作成者などのプロパティが関連付けられており、これらのプロパティを様々な方法で使用できます。Dynamic Converterは標準およびカスタムのメタデータを認識します。

標準のメタデータは、ソース・ドキュメントの作成に使用されたアプリケーションによって自動的に生成されます。カスタムのメタデータは、ソース・ドキュメントに対してユーザーがアプリケーションで作成したプロパティです。(すべてのドキュメントに標準またはカスタムのメタデータが含まれているわけではありません。)







名前付きスタイル


保存され、名前を割り当てられた書式設定の特性セット。ソース・ドキュメントの任意の段落に適用できます。たとえば、Arial、18ポイント、太字という書式が設定されたヘッダー1という名前付きスタイルを作成できます。







ナビゲーション


リンクや他のデバイスを使用してWebページ内およびWebページ間を移動するプロセス。







ナビゲーション


Webページへのナビゲーション支援の追加に使用する、Dynamic Converterのプロパティ・シート。







ナビゲーション支援


Webページのいずれかの部分に含まれるポインタ。同じ発行物の別の部分またはまったく別の発行物に含まれる関連情報に読者を誘導します。リンクによって、関連情報間の迅速で容易な移動が可能になります。ナビゲーション支援は、多くの場合、「前」や「次」など、用途を示すラベルが付いたボタン形式で提供されます。







ナビゲーション・バー


Webページの単一の行に配置された一連のハイパーテキスト・リンク。Webページのナビゲーション・コントロール・セットとして機能します。Dynamic Converterでは、Webページ全体に対しても、特定の要素に対しても、ボタン・バーとテキスト・バーの両方を作成できます。







Netscape Navigator


HTMLマークアップとインターネット・プロトコル(HTTPおよびFTP)を解釈して、ユーザーがWorld Wide Webをブラウズできるようにするために使用される、Netscape社のWebブラウザ。Dynamic Converterは、Netscape NavigatorまたはInternet Explorerを使用してテンプレートとWebページの両方をプレビューできる機能を備えています。







番号付きリスト


連続番号を付けられた、段落内の一連の関連アイテム。順序付けられたリストとも呼ばれます。







OLE


Object Linking and Embedding。複数のアプリケーション間で情報を共有するためのテクノロジまたは方法。Dynamic ConverterでWordまたはExcelドキュメントに埋込みオブジェクトが含まれている場合、ネイティブ・アプリケーション内のオブジェクトをターゲットとするリンク・グラフィック・ファイルにそのオブジェクトを変換できます。







オンライン


インターネットのような、電子的なネットワーク・コンピューティング環境に配置された、またはこのような環境で発生する情報、アクティビティまたは通信。コンピュータがインターネットまたは他のどのネットワークにも接続されていないときの作業方法を指すオフラインの反対語。







出力HTMLファイル


Dynamic Converterでソース・ドキュメントを本文ページに変換するときに作成されるファイル。







ページ


Webページ。つまり、Webブラウザでユーザーに表示される単一のファイル。通常、Webページは多数のWebページで構成され、そのうちデフォルトで開かれるページがホーム・ページです。ユーザーがWebページをナビゲートできるようにするには、ページをリンクする必要があります。







ページ・ボタン・バー


「前」や「次」など、用途を示すラベルが付いたボタンで構成される、Webページ間の移動のためのナビゲーション支援。







ページ・テキスト・バー


特定の要素から導出したテキストで構成される、Webページ間の移動のためのナビゲーション支援。







段落


コンテンツを定義する、テキストまたは語句処理ファイルの基本単位。個々の段落は1つのスタイルにのみ関連付けることができます。HTMLファイルでは、段落はマークアップ・タグ<P>によって定義されます。







親ディレクトリ


他のディレクトリを含むディレクトリ。ディレクトリはフォルダとも呼ばれます。







パスワード


ユーザー名に関連付けられた文字と数字からなる文字列。ユーザー名とパスワードによってログインが構成されます。パスワードによってログインにセキュリティが確保され、ログインを使用した他のユーザーによるコンピュータまたはネットワークへのアクセスが防止されます。他の人にパスワードを見られたり、使用されたりしないように、通常、パスワード文字はアスタリスク(*)で表示されます。







パス


ファイルの場所を定義する、ドライブ名、ディレクトリ名およびサブディレクトリ名のシーケンス(例: C:\Program Files\Dynamic Converter\)。また、ファイルを格納するフォルダを示す、URL内の部分を指すこともあります。http://www.company.com/tech/more/support.htmでは、/tech/more/の部分がパスです。







パターン


Dynamic Converterでの識別および要素への関連付けが可能な、ソース・ドキュメント内のテキスト属性のセット。手動で書式設定されたソース・ドキュメントにArial、18ポイント、太字のヘッダーが含まれている場合、これらの属性に基づいてパターンを作成し、このパターンを要素に関連付けることができます。次に、この要素を使用して、このパターンに関連付けられたコンテンツの書式を設定できます。Dynamic Converterには、段落と文字の2種類のパターンがあります。







パターン属性


パターンの作成に使用される、太字などの個々の文字またはテキストの属性。







パターン文字列


Dynamic Converterによるソース・ドキュメント内のパターンの識別に使用される文字列。たとえば、[Bullet][A-Z][A-Za-z]+というパターン文字列がある場合、Dynamic Converterは、先頭が黒丸で、その次に大文字1文字が続き、その次に小文字が1文字以上続くテキスト・パターンをソース・ドキュメント内で検索します。







ピクセル


ピクチャ・エレメント(画素)の略称。ピクセルは、使用しているハードウェアおよびソフトウェアで決定された解像度でコンピュータ画面がレンダリングできる最小ドットです。ピクセルのサイズは、使用しているグラフィック・アダプタや、オペレーティング・システムの設定で指定した画面解像度に応じて、システムごとに異なる場合があります。一般的な画面解像度は、640x480、800x600、1024x768および1280x1024ピクセルです。







プラグイン


Webブラウザに統合することで、広範な対話機能とマルチメディア機能を確保できるソフトウェア・モジュール・セットの1つ。







PNG (.png)


Portable Network Graphics。従来の単純なGIF形式に替わるものとして設計された新しいグラフィック形式。よりすぐれた圧縮能力と表示能力を提供します。Dynamic Converterでソース・ドキュメントのグラフィックの変換時に利用できる5つの形式の1つです。







プレビュー・ウィンドウ


変換後、ソース・ドキュメントがWebブラウザにどのように表示されるかを示す、ダイアログ・ボックス内のウィンドウ。







プロパティ


ソース・ドキュメント、要素、ランク、スタイルまたはパターンの特性。たとえば、ドキュメント名は、そのドキュメントのプロパティの1つです。プロパティは、様々な「プロパティ」ダイアログ・ボックスで表示および編集できます。







プロパティ・シート


特定のタスクを実行するためのコマンドおよびオプションにアクセスできる一連のタブを備える、Dynamic Converterのインタフェース。「要素の設定」、「書式設定」、「ナビゲーション」、グローバルは、いずれもプロパティ・シートです。







プロトコル


2つのデバイス間のインターネットを介した通信の方法。プロトコルは、このようなデバイスで実行されるアルゴリズムまたは段階的な手順です。File Transfer Protocol(FTP)とHyperText Transfer Protocol(HTTP)は、インターネット経由のファイル転送に使用されるプロトコルです。







ランク


ソース・ドキュメントの構造をそのドキュメントのコンテンツの階層に基づいて特定するために、Dynamic Converterによって使用されます。そのため、最上位レベルの階層はどのソース・ドキュメントでも同じように処理されます。







ラスター・イメージ


ベクトル・グラフィックのように線の集合ではなく、長方形の配列に配置されたピクセルの明暗によって形成されるイメージ。







相対URL


現在のページのインターネット・アドレスを基準にした、Webページのインターネット・アドレス。相対URLでは、現在のページの場所から宛先ページの場所へのパスが示されます。たとえば、fileA.htmから、newsというサブフォルダに格納されているfileB.htmまでの相対パスは、news/fileB.htmになります。







ルートWeb


Webサイトのデフォルトまたは最上位レベル。ルートWebには、サブフォルダやWebページを指定せずに対象のWebサイトのURLを入力することによってアクセスできます。Dynamic Converterでは、ルートWebの場所はルート発行物のプロパティの出力ディレクトリで指定します。







RTF (.rtf)


リッチ・テキスト形式ASCIIキャラクタ・セットを使用してテキストの書式設定とドキュメントの構造をエンコードする方法。Dynamic ConverterはRTF形式のソース・ドキュメントを変換できます。







スクリプト


スクリプト言語を理解するプログラムによって実行可能なコンピュータ・コードのタイプ。ほとんどのコンピュータ・コードとは異なり、スクリプトはコンパイルしなくても実行できます。スクリプトの多くはWebサーバーに配置され、サーバー上でWebブラウザによって読み取られ、実行されます。







セパレータ


Dynamic Converterがコンテンツの別の部分を開始する目的でドキュメント内に配置できる、罫線に似たグラフィック支援。







サーバー


ネットワーク上でサービスを提供するコンピュータ。サーバーは、Web上で、HTTPプロトコル・リクエストに応答し、Webページを配信するWebサーバー・ソフトウェアを実行します。







SGML


Standard Generalized Markup Language。ドキュメントのコンテンツの性質を示すタグ・セットを定義および使用するための、ISO(国際標準化機構)によって定められたマークアップ言語。HTMLはSGMLに基づいています。







署名


Webマスターやコピーライト情報などを指定するために、Webページに追加できる識別子。この追加はグローバル・プロパティ・シートの「アドレス」タブ・ダイアログで行います。







ソース・ドキュメント


Webサイト全体の一部としてHTMLに変換するコンテンツ。Dynamic Converterは様々な形式のソース・ドキュメントをWebで表示可能な形式に変換します。変換されたソース・ドキュメントは、Webブラウザに表示されるWebページになります。







分割


ブラウズとダウンロードを容易化するために、ソース・ドキュメントを取り込み、複数のWebページに変換するプロセス。Dynamic Converterのデフォルトのオプションでは、ヘッダー1を使用して、ヘッダー1コンテンツで始まる一連のWebページにドキュメントを分割できます。(必要に応じて、別の要素を使用できます。さらに、複数の要素を使用することもできます。)別のオプションでは、ソース・ドキュメント内の強制改行ごとにドキュメントを分割して、複数のWebページを作成できます。







スタイル


ドキュメントでのテキストの外観を定義する、名前を割り当てられた書式設定の特性セット。Dynamic Converterには、段落と文字の2種類のスタイルがあります。複数のスタイルをまとめて、スタイルシートまたはカスケード・スタイルシートを構成できます。







タブ・ダイアログ


いずれかのプロパティ・シートのいずれかのタブ(「書式設定」プロパティ・シートの「文字」タブなど)をクリックすることによって開く、Dynamic Converter特有のタイプのダイアログ・ボックス。







表


データを体系的にまとめるために使用される、行と列で編成された一連のセル。HTMLでは、表を使用して、Webページ上のアイテム(テキスト、グラフィックなど)のレイアウトを構成できます。







タグ


HTMLマークアップ要素の正式名。HTMLタグは山カッコ(< >)で囲みます。Dynamic Converterは、ソース・コンテンツにランクを適用し、各ランクに対応する要素を自動生成して、各要素にHTMLタグを割り当てます。







TCP (.tcp)


Dynamic Converterで作成されたプロジェクト・ファイルの拡張子。







TCP/IP


Transport Control Protocol/Internet Protocol。コンピュータ間のパケット・データ転送の標準形式。このプロトコルはインターネットや他のネットワークで使用されています。この標準の前半部分のTCPでは、データ・パケットが構成され、後半部分のIPでは、コンピュータ間でパケットがルーティングされます。







テンプレート


変換後のソース・ドキュメントがWebブラウザにどのように表示されるかを決定する、テキストとイメージの書式設定および他の指示のセット。指示のほとんどは、テンプレート内の個別要素に関連付けられますが、一部の指示はテンプレート自体に関連付けられます。







テキスト・モード


操作モードの1つ。このモードでは、コンピュータまたはWebブラウザが文字、数字および他の文字については表示し、グラフィック・イメージについては表示しません。テキスト・モードでは、ヘルパー・アプリケーションの支援がない場合、Webブラウザはグラフィックを表示できません。







サムネイル


プレースホルダとして使用されるイメージのミニチュア・レンダリング。フルサイズのイメージにリンクしています。







TIFF (.tif)


Tagged Image File Format。デジタル・グラフィックの汎用的な交換に使用されるタグベースのイメージ形式。Dynamic ConverterはTIFFイメージをGIF、JPEG、PNG、WBMPまたはBMP形式に変換できます。







タイトル


1) HTMLファイルの<TITLE>タグと</TITLE>タグの間に挿入されるテキスト。このテキストによって、WebページがWebブラウザに表示されたときにタイトル・バーに表示するキャプションが定義されます。

2) Dynamic ConverterでWebページの先頭に追加できるテキスト。(タイトルは、グローバル・プロパティ・シートの「タイトル」タブ・ダイアログで設定します。)







タイトル(システム)


Dynamic Converterのすべてのテンプレートに含まれる特殊要素。Webページのタイトル(グローバル・プロパティ・シートの「タイトル」タブ・ダイアログで設定する情報)の書式設定に使用されます。







トークン


ファイル名またはパスの記述のかわりに、テンプレートに挿入できるコード・スニペット。トークンは他のコンテンツの変数(またはプレースホルダ)として機能します。このコンテンツとして、グラフィック・ファイルやテンプレート設定などが想定されます。トークンは、ドキュメントの変換時に、そのトークンが表すコンテンツの正しいパスおよびファイル名に置換されます。







変換


Dynamic Converterでソース・ドキュメントからWebページを作成するプロセス。テンプレートに含まれている書式設定や他の指示によって、変換の詳細が制御されます。ソース・ドキュメントは元のままで、変更されません。







透過GIF


特殊なレンダリングが行われるGIFイメージ。背景が透けて見えるように、1つの色が透明として処理されます。このタイプのグラフィックをドキュメントの既存のカラー・スキームと混ぜ合わせることで、プロ級のWebページを作成できます。一部のWebブラウザは透過GIFを処理できません。







UNIX


マルチユーザー/マルチタスキング・オペレーティング・システム。様々な形式および実装が存在します。UNIXは、通常、独自のコンピュータおよびソフトウェア・システムで使用され、Microsoft Windowsとは異なり、本来コマンドライン環境です。







アップロード


ローカル・コンピュータからリモート・コンピュータにネットワークまたはインターネット経由でファイルを転送すること。







URL


Uniform Resource Locator。インターネット上のドキュメントの場所と、そのドキュメントの検出に必要なプロトコル(HTTPやFTPなど)を指定する一意のアドレス。URLはかなり長いことがよくありますが、URLに関連付けられたWebサイトを表示するには、正確なアドレスを入力する必要があります。







ユーザー名


パスワードとの組合せによってログインを構成する文字列(数字を含む場合もあります)。ユーザー名によって、ユーザーがログインしようとしているコンピュータまたはネットワークに対して、そのユーザーが一意に識別されます。







VBScript


Microsoft Visual Basicプログラミング・システムのサブセット。主なWebブラウザは、Webページに埋め込まれたVBScriptを読み取ることができます。VBScriptはWebサーバーおよびWebブラウザ・マシン上で実行できます。Microsoft ASP(Active Server Pages)はVBScriptの機能をサポートしています。







ベクトル・グラフィック


ラスター・イメージのようにドット(ピクセル)・パターンではなく、線の集合によって作成されるイメージ。







アクセス済リンク


Webページ上のアクティブ化されたリンク。通常、アクセス済リンクは、Webブラウザで固有の色によって表示されます。







ウォーターマーク


WebページまたはWebサイトを装飾し、識別するために使用される、Webページの背景に表示されるイメージ。ページをスクロールしても、このイメージはスクロールされません。







Web


World Wide Webの略称。HTTPプロトコルをサポートし、ハイパーテキスト・ドキュメントをホストできる、インターネット・サーバーのサブセット。







Webブラウザ


インターネットへの情報のリクエスト、HTMLマークアップの解釈、およびユーザーへのWebページの表示に使用されるソフトウェア。広く普及しているWebブラウザとして、Microsoft Internet ExplorerやNetscape Navigatorなどがあります。







Webページ


Webブラウザで表示できるようにHTMLを含むファイル。Webサイトは、他のページへのハイパーリンクを相互に含む個々のWebページで構成されます。Dynamic Converterで発行物を変換すると、Webページ、さらに最終的にはWebサイトがソース・ドキュメントから作成されます。







Webサーバー


ファイルを格納し、公開できるようにする、インターネットに接続されたコンピュータ。Webサーバー・ソフトウェアはオペレーティング・システム上で稼働します。







Webサイト


相互にリンクされ、Webサーバーに格納される、HTMLまたはスクリプトベースのWebページの集合。各Webサイトには、World Wide Web上で一般の人々がアクセスできるように、一意のURLが割り当てられます。







Webマスター


Webサイトのコンテンツと構成の作成および保守を担当する人。Oracleのコンテンツ管理システムでは、この人物が、ステージング・サーバー上のプロジェクトの確認と、最終的な承認およびWebサイト(公開サーバー)へのリリースの認可の責任者を務めます。







World Wide Web


HTTPプロトコルをサポートし、ハイパーテキスト・ドキュメントをホストできる、インターネット・サーバーのサブセット。ハイパーテキスト・ドキュメントには、テキスト、ピクチャ、サウンドおよびその他のメディアが含まれることがあります。ユーザーはWebブラウザを使用してこのようなドキュメントを閲覧します。World Wide WebはWebとも呼ばれます。







World Wide Web Consortium(W3C)


World Wide Webに関連する領域のリサーチおよび標準の推進を行う団体の共同体。









オラクルの法律上の注意点について

コピーライトについて

Copyright © 1994-2016, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

制限付権利について

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

アルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のアルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが非公開の試作版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のベータ・トライアル契約のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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